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̍ɽڀݚ開発

1. 1　৽ٕज़の୳ࡧɾ૑ग़　4eaSDI GoS anE $Seate /eX 5eDInoMoHies

Ӵ生తな機器ૢ作の実現がχューϊーϚル社会に必要と
されている。Կもない空ؒにө૾を౤Өする空中ө૾ද示
ٕज़と，ૢ作する指ઌのࡾ次元位置を取得する測ڑηンサ
とを૊Έ߹わせて，ඇ接৮のタッチૢ作を実現する空ؒૢ
作インタフェースを開発した。

空ؒૢ作での課題として，ૢ作ऀに空中ө૾と指ઌとの
位置ؔ係が適切に఻わらͣ，さらにタッチૢ作時のૢ作ײ
がないため，ૢޡ作にͭながることが͛ڍられる。

ૢ作ऀの指ઌと，空中ө૾との空ؒతな位置ؔ係をηン
シングし，ૢ作ऀにそれら位置ؔ係を視֮తに఻える視֮
フィードバックٕज़を開発した。具ମతには，測ڑηンサ
によって指ઌが空中ө૾にタッチする接఺をࢉग़し，空中
ө૾に指ઌの方向と接఺までのڑ離をリアルタイムに重৞
し，Ψイドද示する。

これによって，タッチ位置へと指ઌを༠ಋすることで，
作を཈੍し，ストレスのগないඇ接৮ૢ作が可能にૢޡ
なった。
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発電設උや࢈業プラントなどで࢖用される௿ѹࡾ૬モー
タ（以Լ“モータ”という。）は，フΝン，ϙンプ，ϕルトί
ンϕアなどの様々な設උの動ྗを୲うओ要機器であり，生
఺から安定した連続運స性能が要求؍向上の・࣋性のҡ࢈
される。

ै来，ख़࿅の఺検作業ऀが定ظతに現場
をҠ動し，モータごとにৼ動やԻなどをਓ
खで఺検していた。一方，఺検අ用ݮ࡟の
要求やਓһෆ足をഎܠとして，モータ఺検
のޮ཰化やলྗ化が求められていた。

今回，モータ運స時の電流からಠࣗの信
߸解ੳによって異ৗৼ動や࣠डଛইなどの
機ցܥ異ৗと，レϠショート（ݻ定רࢠ線
の୹བྷ）や回సࢠバーଛইなどの電ܥؾ異
ৗを検知することが可能なٕज़を開発した。
また，モータごとにॳظ状態をਖ਼ৗ値とし
てهԱし，異ৗ൑定値をݸผにࣗ動設定す
るಠࣗ機能によって，異ৗを高精度にࣗ動
検知できるようにした。電ؾ൫಺の電流を
解ੳするため，ਫ中や高所などのݥةな場
所に設置されたモータも਍அ可能になる。

このٕज़を搭載したモータ਍அ૷置“%ia1ro .otor”と
௿ѹモータίントロールηンタは，2020年݄̕と��݄に
それͧれൢചを開始している。この੡品及びٕज़は202�年
に第��回機ց޻業デザイン৆I%&"と電ֶؾ会第��回電
。৆ਐา৆をड৆したڵज़ৼֶؾ
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ϑィーυバοΫٕज़֮ࢹインタϑΣースͰの࡞ૢۭؒ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
V isual Feedback Technology in Spatial Manipulation Interface

■ 電ྲྀ਍அํࣜによる௿ѹࡾ૬モータのҟৗݕ஌ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Abnormality Detection Technology for L owʵ V oltage Threeʵ P hase Induction Motor Using Current Diagnosis Method
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;&#（net ;ero &nergy #VilEing）を実現するٕज़の一ͭ
にࣗવؾ׵を利用したύッシϒྫྷ๪が知られているが，շ
適性をଛなわͣにফඅ電ྗを཈えるためにはޮ果తな੍ޚ
がෆ可ܽである。

設定Թ度をݻ定せͣ，ա30ڈ೔ؒのҠ動ฏۉ外ؾԹか
ら設定Թ度ൣғを動తに決定する適応型շ適モデルと，中
をௐ੔してྫྷ๪利用すྔؾ׵Թ時にؾやॳՆ等の௿外ظؒ
るࣗવྫྷؾ׵๪ٕज़を開発した。当社の;&#ؔ連ٕज़実
証౩“S6STI&”（̐֊建てΦフィスビル）を対৅にؔ౦地方
のؾ৅৚݅でシϛュレーションධ価した結果，ؾ৅৚݅に
応じたࣨԹ੍ޚによるշ適性の向上に加えて，ྫྷ๪ظのফ
අ電ྗを���ˋݮ࡟できることを確認した。今後は，実証
。によってٕज़検証を行って実用化を目指すݧࢼ
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దԠܕշదモデϧ

շ適性の向上など，ै来のর໌にない新たな価値の提供
を目指して，ࣗવքのޫとӨの༳ら͗をਓ޻తに生成し，
ਓのײ性にૌえかける“ײ性ライティング”を開発した（ژ
都大ֶとの共同ڀݚ）。ւ໘のようなԜತ໘によってଠཅ
ޫが۶ં・൓ࣹして生成するύターンをίースティクスと
Ψラス物ମͭ࣋状をܗなԜತࡶうが，この開発では，複ݴ
を回సさせ，ଠཅޫを໛ٖした指向性の高いޫをরࣹして
໌るさや৭を時ؒత・空ؒతにม化させてίースティクス
を࠶現した。このٕज़を202�年̍ʙ݄̒に当社イϕント
スクエア“.&To" Gin[a”にग़లし，そこでのアンケート
ௐ査（回౴数�
�00݅以上）では，ډ৺地やリラックス等の
߲目で޷ましいҹ৅であるという結果を得た。

■ ࣗવの༳Β͗を͢ݱ࠶るੑײϥイティンά －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
K ansei L ighting for R eproducing Natural Fluctuations
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ޫの高解૾度と電೾のಁա性をซせͭ࣋テラϔルπ೾を
活用した高解૾度イϝーδングٕज़を開発した。テラϔル
π೾帯はこれまで携帯電話などで利用されてきた௿いप೾
数帯にൺ΂てはるかに広帯域な信߸をૹ信できるため，帯
域಺に多数のビームを構成できる。प೾数ごとにܗ状の異
なるビームをૹ信・߹成するϚルチモードビームフォーϛ
ング方ࣜによって，測定物以外の૾ڏを཈ѹし，物ମ位置
に応じたয఺੍ޚを行うことでޫが通らない障害物എ後の
物ମを高解૾度に可視化した。2�0G)[帯を用いてイϝー
δング実証実ݧを行い，ڑ離̍mで解૾度̍Dm以Լを確
認した。このٕज़は空ߓやӺのηキュリティゲート，޻場
でのඇഁյ検査などへの応用がظ଴される。
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■ దԠܕշదモデϧにࣗͮ͘جવྫྷؾ׵๪ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Natural V entilation Cooling Technology B ased on Adaptive Comfort Model

■ テϥϔϧπ೾をԠ用したߴղ૾౓イメージンάٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
H ighʵDefinition Imaging Technology Using Terahertz Signals
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.3I（.agnetiD 3esonanDe Imaging）用途の༠ಋ性ෛ
ՙに，高スルーレートかͭ௿リプル電流を供څするSi$

（シリίンΧーバイド）適用֊ௐインバータ方ࣜ高精度௚流
電ݯ（̎L7��00"）を開発した。リプル電流௿ݮにはイン
バータの高प೾化が有ޮであるが，૬൓してૉࢠのスイッ
チングଛࣦが૿大する。そこでこの電ݯでは，高スルー
レートを実現する大༰ྔSiʵIG#T（SiliDonʵInsVlateE Gate 
#iQolar Transistor）適用高電ѹग़ྗ෦と，௿リプルを実現
する高速Si$ʵ.0S'&T（.etalʵ0YiEeʵSemiDonEVDtor 
'ielEʵ&ffeDt Transistor）適用高精度電流ग़ྗ෦とをΧス
ケード接続した֊ௐインバータ方ࣜにすることで，௿リ
プル化と௿ଛࣦ化を྆立させた。この電ݯを༠ಋ性ෛՙ

（�00�)）に適用し，高スルーレート（3"��s）と௿リプル
཰（ʻ0��ˋ）を実現するとともに，ै来のSiʵIG#T適用௚
ྻ多重インバータ方ࣜに対して，൒ಋମଛࣦを最大��ˋ
௿ݮした。

■ 4J$ద用֊ௐインバータํࣜߴਫ਼౓௚ྲྀ電ݯ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
H igh P recision DC P ower Supply by G radational V oltage Inverter with SiCʵMO SFE Ts
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4J$ద用֊ௐインバータํࣜߴਫ਼౓௚ྲྀ電ݯ

#eyonE �Gʗ�Gの次ੈ୅Ҡ動通信システムでは，大༰
ྔ化の実現にサϒテラϔルπからテラϔルπ帯の高いप೾
数を用いるが，信߸఻ൖ及び回路ࡶԻにىҼする位૬ࡶԻ
による信߸ྼ化がよりݦஶになる。

今回，ૹ信ଆでύイロット信߸をૠೖし，ड信ଆで信߸
と位૬ࡶԻを同時ॲ理する位૬トラッキングٕज़を開発し
た。この開発ٕज़は，ै来ٕज़とൺֱしてड信性能（ˎ�）を
̎E#վળするとともに，ԋنࢉ໛を��ˋに௿ݮできるこ
とをシϛュレーションで確認した。

今後，様々なڥ؀Լでの検証を実施するとともに，ࢼ作
機上で開発ٕज़のޮ果を確認する。
ˎ̍ ύケットޡり཰�0ˋ以Լをୡ成するड信SN3

■ #FZoOE 5(ʗ�(を࣮͢ݱるҐ૬τϥοキンάٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
P hase Tracking Technology for B eyond 5 G / 6 G  Communications

� � � � �� �� �� �� ��
4/3（EB）

��ʵ�

��ʵ�

���

ύ
έ
ο
τ
ޡ
Γ
཰ ։ൃٕज़

4/3ɿ4JHOBM�Uo�/oJTF�3BUJo

ैདྷٕज़

ύέοτޡΓ཰ɿ��� ̎EB

4/3ͱύέοτޡΓ཰のؔ܎

ԋنࢉ໛のൺֱ
ٕज़ 位૬トラッキングԋࢉ数 ԋنࢉ໛

ै来ٕज़ -3 （ɹ2N1T3Sʵ�）（-2�-）ɹ N（2-ʵ�） �00�
開発ٕज़ 2N1,Љ（� lɹog ,Љ）ɹ 3N log NʴN ���

-ɿフィルタ長，N1T3Sɿ位૬トラッキングࢀর信߸シンϘル数，
Nɿサϒキャリア数，N1ɿ位૬トラッキングࢀর信߸ϒロック数，
,Љɿप೾数サンプル数

グラフェンޫゲートダイΦード構଄をߟҊして大෯に҉
電流を௿ݮした高ײ度੺外線検ग़器を開発した。

グラフェンはඍখな電ѹม化に対するग़ྗ電流ม化が
，めて大きくなる現৅（ޫゲートޮ果）が発生しۃ
市ൢの੺外線ηンサの�0ഒ以上の高ײ度化がظ
଴できる。しかし，グラフェンを用いたトラン
δスタ型੺外線検ग़器では，҉電流が大きいた
めࡶԻが大きいことが課題である。今回，グラ
フェンの一෦がInSb（アンチモン化インδウム）
と௚接接৮するグラフェンޫゲートダイΦード
構଄をߟҊした。トランδスタ型にൺ΂て҉電
流を���0�以ԼにすることでࡶԻを௿ݮし，か

ͭ高ײ度を保ͭことに成ޭした。このڀݚは๷Ӵ૷උிが
実施する安全保障ٕज़ڀݚ推ਐ੍度+1+00����のࢧԉをड
けた。
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■ άϥϑΣンޫήーτダイΦーυߏ଄によるੑߴೳ੺֎ઢݕग़ث －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
H igh P erformance Infrared Detector with G raphene P hotogated Diodes Structure
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ਫ中ಁա཰の高い可視ޫ帯レーザޫは，ւఈ୳査等のւ
中利用で有๬視される。ࡾ次元૾ࡱや通信等の更なる高度
化に向けて，可視ޫ帯レーザޫのૹड信をੈքでॳめて（ˎ�）

ίώーレント検೾方ࣜで実証した。มௐされた೾長̍�m
のレーザޫを可視帯（0���m）にม׵後，൓ࣹମにૹडし，
൓ࣹޫとࢀরޫによるׯবޫを検ग़（ίώーレント検೾）す
ることで測ڑと通信の原理検証を行った（ਤ̍）。可視ޫ帯

では高速มௐ෦品がなくて૾ࡱ分解能や通信速度が੍ݶさ
れたが̍�m帯でมௐすることでG)[Φーダーの高速มௐ
෦品を利用可能になり，高ײ度ड信と྆立した。ਤ̎のड
信スϖクトル中，มௐप೾数での信߸検ग़を確認した。今
後，測ڑや通信への適用・検証を行う。
ˎ̍ 2020年݄̏20೔現在，当社ௐ΂

■ ւதԠ用に向けたՄޫࢹ帯ίώーϨンτޫૹड৴ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Coherent O ptical Transceiver with V isible Wavelength for Under Sea Application
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ਤ̎ɽड৴スϖΫτϧ

社会インフラ，ं྆，ドローンなどの各छ機器やシステ
ムの੍ޚに"Iをಋೖすることで，それͧれの性能を向上
させることがظ଴されている。しかし，ै来の"I੍ޚでは
安定性が保証できͣ外ཚに弱いなどの課題があった（ਤ̍）。
そこで，౦ژ大ֶと共同で，"I੍ޚの安定性を保証可能
にするχューラルネットワーク（NN）に対する新しいֶश
ख๏を開発した。

システムでは全要ૉの-2ゲイン（ˎ�）（ਤ̎のЍ-）のੵޚ੍
が̍以Լになることがシステムの安定৚݅として知られ
ている。この開発ではシステムの安定৚݅とNNの数ֶత
特性のؔ係をௐ΂て，NN各૚のೖग़ྗൺの （ੵਤ̎のМК）
が-2ゲインの上քになることを証໌した。これによって，
システムの安定৚ （݅Ѝ-ʽ̍）をຬたすためにはNN各૚の
ೖग़ྗൺМКをֶश時にௐ੔すれ͹安定性を保証可能であ
ることを理࿦తに示した。

この理࿦に基づいてNNのֶशを実施し，得られたNN
が੍ޚ性能を保ͪͭͭ安定性が保たれていることを実ݧత
に確認した。

このٕज़によって"Iによる੍ޚの安定性を保証できる
ようになり，"Iಋೖൣғの拡大，ͻいては機器・システ
ムの性能向上がظ଴される。
ˎ̍ で用いられる要ૉのೖग़ྗൺの一छֶ޻ޚ੍
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■ 安ఆੑ͕อূͰ͖るڧԽֶशٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Stabilityʵcertified Reinforcement Learning
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ネットワークにͭながる複数機器を高精度に時ࠁ同ظする方
ࣜI&&&（InstitVte of &leDtriDal anE &leDtroniDs &ngineers） 
�02��"S（g1T1（generali[eE 1reDision Time 1rotoDol））
で，高信頼な時ࠁ同ظシステムを実現する時ࠁ選択഑信ٕ
ज़を開発した。g1T1では，ネットワーク上に複数഑置さ
れた時ࠁ഑信ݯになるG.$（GranE .aster $loDL）がG1S

（Global 1ositioning System）ड 信 状
態をؚΉG.$状態を一定पظでૹ信
し，ネットワークスイッチで最もྑ
いG.$状態を選択し，一定पظでస
ૹすることで時ࠁ情報の഑信ܦ路を構
ஙするアルΰリζムがن定されている。
今回，ネットワークスイッチで選択し
たG.$の状態ѱ化を検知した場߹に，
対৅のG.$からड信する時ࠁ情報の
഑信をఀࢭし，選択したG.$をネッ
トワーク全ମで高速に無ޮ化する方ࣜ
を開発した。この方ࣜによって，ネッ
トワークのن໛やG.$の഑置による
Өڹを཈えて，状態のѱ化したG.$
の無ޮ化と新たなG.$の選定を高速
化できることから，時ࠁ഑信ܦ路の切
替えで生じる同ظがෆ安定なؒظを୹

ॖでき，より高信頼な時ࠁ同ظシステムを提供可能にした。
また，このٕज़と当社の高精度な時ࠁ同ٕظज़を૊Έ߹わ
せることで，ネットワークの機器ؒで高精度な同ظによる
៛ີな੍ޚが要求される੍ޚシステムや高精度な監視が求
められる各システムで，数�sΦーダーの同ظをҡ࣋する
高信頼なネットワークを実現した。
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লエネルΪー性ͩけでなくアレルゲン௿ݮなどによって
知త生࢈性向上にもد༩するビル向け੡品を開発してい
る。その一؀で，ビルϚルチエアίン向けに空ؾ中のՖ
คアレルゲンをัଊするՖคフィルタを開発した。この
フィルタは2020年に市場౤ೖした，全೤ަؾ׵ܗ׵機器

“業຿用ロスφイ”向
けՖคフィルタと同
様，ણҡをຎࡲ帯電
させた特घなෆ৫෍
ᖤࡐ（Ζ͟い）を用い
て，ણҡີ度やᖤࡐ
のંり込Έ構଄をビ
ルϚルチエアίン向
けに最適化すること
でѹྗଛࣦの௿ݮに
൐うলエネルΪー化
と高アレルゲンัू
཰との྆立を実現し
た。Ֆคフィルタを

搭載した業຿用ロスφイとビルϚルチエアίンを設置した
ࣨ಺実証ݧࢼでは，౦ژ都のฏۉ飛ࢄՖค数から推ࢉした
アレルゲンೱ度が��Qg�m3の場߹，̍Qg�m3ఔ度にまで
௿ݮできることを確認した。

ՖคϑΟϧλ（ൢച඼）౥ࡌ ՖคϑΟϧλ	։ൃ඼
౥ࡌ

（૷ஔؾ׵）຿༻ϩεφΠۀ ϏϧϚϧνΤアίϯ

Ֆคͷগͳ͍
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Ֆคϑィϧタٴͼ࣮ূの֓೦ਤ
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ࣨ಺B（ՖคϑΟϧλͳ͠）

ࣨ಺A（ՖคϑΟϧλ͋Γ）

Ֆคϑィϧタによるೱ౓௿ޮݮՌ

બ୒഑৴ٕज़ࠁ࣌る͢ݱシステムを࣮ظಉࠁ࣌৴པͳネοτϫーΫߴ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－
Clock Selection and Time Transmission Method for Reliable Network Time Synchronization Systems

■ ՖคアϨϧήンをัΒ͑ͯ஌తੜੑ࢈を向্ͤ͞るۭௐػ用ੑߴೳՖคϑィϧタ －－－－－－－－－－－－－－－
H ighʵperformance P ollen Filter for Air Conditioners to Increase Intellectual P roductivity by Catching P ollen Allergens
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ྗ཰վળ"$ʵ%$ίンバータで，௥加෦品なしで௿ଛࣦ
化を実現するためのスイッチングप೾数੍ٕޚज़を開発し
た。ै来のݻ定スイッチングप೾数੍ޚでは，ྗ཰վળリ
アクトルの࣓ଋີ度がೖग़ྗ電ѹで一ҙに決定されてしま
うので電ྗม׵ଛࣦの௿ݮにはݶքがあった。今回，ೖग़
ྗ電ѹに応じて回路ଛࣦが最খになる࣓ଋີ度をԋࢉし，
これに௥ैするようにスイッチングप೾数を動తに੍ޚ
した。この結果，ྗ
཰վળ機能はҡ࣋し
ながら，ྗ཰վળリ
アクトルのଛࣦを最
খ化できるとともに，
スイッチング回数も
௿ݮできることから

ύワーデバイスの発生ଛࣦ௿ޮݮ果と߹わせて，電ྗม׵
ଛࣦをै来ൺで����ˋ௿ݮできることを実証した。

ྗ཰վળ
リアクτϧ
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タービン発電機の高ޮ཰化を目తに，φϊフィラーを഑
߹した೤ߗ化性थࢷをϚイΧ（Ӣ฼（うΜも））にؚਁし，ߗ
化することで，ઈԑ性能に༏れたݻ定ࢠίイルઈԑࡐを開
発した。

この開発では，थࢷ഑߹設計・分ࢄプロηスٕज़を࢖ۦ
して，φϊフィラーのද໘վ質によるथࢷ中での୯分ࢄ化
を実現し，ؚਁによるϚイΧؒܺへのφϊフィラーのॆర
を可能にした。ॆరされたφϊフィラーは，์電時のथࢷ৵
৯を཈੍するޮ果があり，ίイルઈԑࡐのബ೑化が可能に
なるため，このٕज़は์೤性向上及びಋମஅ໘ੵの拡大に
よる機器の高ޮ཰化にد༩する。今後，実用化に向けて発
電機へのྔ࢈適用開発をਐめる。この開発の一෦はN&%0

（業ٕज़૯߹開発機構࢈・開発๏ਓ 新エネルΪーڀݚ立ࠃ）

のઓུతলエネルΪーٕज़ֵ新プログラム（ˎ�）の一؀とし
て実施した。
ˎ̍ 電ྗ機器用ֵ新త機能性ઈԑࡐྉのٕज़開発（+1N1�200�）
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φノϑィϥーద用によるઈԑੑೳの向্

थࢷを用いた෦品のण໋推定に向けて，�0ˆ以上の高
Թڥ؀で࢖用されるथࡐࢷྉ（プラスチックࡐྉ）の࢖用時
ؒを推定するٕज़を開発した。結থ性थࢷが༥解Թ度ະຬ
の高Թにമ（さら）されると，थࢷの結থ状態がม
化する。このม化は，Թ度上ঢに൐うࡐྉのٵ೤
及び発೤をධ価する示ࠩ૸査೤ྔ測定で，ٵ೤ྔ
のԹ度ґଘ性のมۂ఺としてදれる。今回，結থ
性थࢷであるϙリエチレンにͭいて，๫࿐Թ度が
ྉの示ࠩ૸査೤ྔ測定から๫ࢼ知（�0ˆ以上）のط
࿐時ؒを得る推定ࣜを構ஙした。この推定ࣜを用
いることで，市場で࢖用されたथࡐࢷྉの೤ཤྺ
を解ੳできる。また，数mgの࠾取ͩけで解ੳで

きるため，थࡐࢷྉの࢒ण໋推定や異ৗ਍அへの応用がظ
଴される。
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■ ಈతスイοチンάप೾਺੍ޚをద用した௿ଛࣦ"$－%$ίンバータ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
L ow P ower L oss ACʵDC Converter with Dynamic Switching Freq uency Control

■ φノίンϙジοτԽٕज़によるઈԑੑೳ向্ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Improvement of Insulation P erformance by Nanocomposites Technology

■ थࡐࢷྉのण໋ਪఆに向けたϙリエチϨンの೤ཤྺղੳ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Analysis of Thermal H istory of P olyethylene Toward L ife P rediction of P lastics
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電話などによるΦϖレータの顧客対応業຿をޮ཰化する
ために，顧客との通話಺༰を要໿した報ࠂॻをࣗ動で作成
したいというχーζが高まっている（ˎ�）。

当社は，"Iٕज़“.aisart（Ϛイサート）”によって，ֶश
したաڈの通話ཤྺや報ࠂॻを࢖って，電話対応による話
しݴ༿のද現やྨٛද現をࣗ動補ਖ਼して，ॻきݴ༿で要໿
จをࣗ動生成する“知ࣝॲ理に基づく対話要໿ٕज़”を開発
した。ै来の報ࠂॻ作成とൺֱして，Φϖレータによるम
ਖ਼の必要性がগない要໿จをࣗ動生成でき，報ࠂॻ作成に
要する時ؒをݮ࡟する（ˎ2）。
ˎ̍ ग़యɿίールηンターനॻ20��，᷂リックテレίム
ˎ̎ ίールηンターで࿥Իされたデータと報ࠂॻでධ価

■ ஌ࣝॲཧにͮ͘جର話ཁ໿ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Dialogueʵsummarizing AI Based on Knowledge Processing

ैདྷͷAIཁ໿จ ։ൃٕज़ͷ.BJTBSUཁ໿จ

ΓΛޡ༿ͷ༳Ε΍Ի੠ݴ
ิਖ਼͠ɼ�ॻ͖ݴ༿ʹม׵

ྫྷଂ͕ͪ໌ূ͕ݿΐͬͱਅͬ҉Ͱ ྫྷଂݿͷর໌͕఺౮͠ͳ͍
൪͸9ܕ;൪͸9ʵ:ʵܕ

Ի੠ೝࣝ݁Ռ٬ސ
͋ͷ�ྫྷଂ͕ݿͰ͢Ͷ

ূ໌͕Ͱ͢Ͷ
ͪΐͬͱਅͬ҉Ͱ

͸͍ܕ�൪͸
9ͷ�͑ͬͱ�:ͷ�;Ͱ͢

ΦϖϨーλ
͸͍�ঝ஌͠·ͨ͠
ͦΕͰ͸͓͍࢖ͷ
ྫྷଂݿͷܕ൪Λͯ͑ڭ
͍͚ͨͩͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔

ঝ஌͠·ͨ͠�͓ௐ΂͍ͨ͠·͢

ର話ཁ໿ٕज़のίーϧηンター΁のద用イメージ

エレϕーター行ઌ༧報システムは，エレϕーターの༌ૹ
ޮ཰を向上させるシステムである。৐場に設置されるૢ作
൫を݈ৗऀ・ंいすϢーザーが共通で࢖用する場߹の，適
切な取෇け高さにͭいて検౼した。݈ৗऀ���໊を対৅に
してௐ査した結果，及びถࠃ建ங基४が示すंいすϢー
ザーのखがಧく高さのデータから，݈ৗऀ・ंいすϢー
ザー૒方にڐ༰される৐場ૢ作൫の取෇け高さは“ૢ作Ϙ
タンの中ԝ෦のচ上高さが���ʙ�
220mm”であることを
ಋग़した。今後は当社エレϕーター੡品開発の指਑とする
༧定である。
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͍ͩͯ͘͞͠ࢪ࣮

ΤϨϕーターૢ࡞Ϙタϯͷ͞ߴௐࠪ

ௐࠪର৅ ʢऀ݈ৗऀʣにఏࣔした࣮ࢪཁྖॻ

Ҋ݅ごとにΧスタム設計を൐う੡品
では，見ੵりૣظ回౴と௿ίスト化の
ため，੡品ίスト見ੵり業຿のޮ཰化
が求められている。

今回，ᶃ図໘とシステムؒの࢓様స
作業を，顧客からडྖした図໘デーه
タを活用してࣗ動化するデータ連携ٕ
ज़，ᶄルールデータϕースによってೖ
様に対するΧスタム設計要൱をࣗ࢓ྗ
動൑定するٕज़，及びᶅ設計業຿知ࣝ
をࣜܗ知化したΦントロδーを用いて，
見ੵり回౴に流用可能なաڈ事ྫを高
精度に検ࡧする知ࣝϕース検ٕࡧज़を
開発した。

これらのٕज़によって，見ੵりૣظ
回౴と設計ίスト௿ݮを実現した。
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Γシステムੵݟͼٴ຿ϑϩーۀΓੵݟ

■ エϨベーターߦઌ༧ใシステム৐৔ૢ࡞൫のϢχバーサϧデβイン －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Universal Design of H all O peration P anel for E levator with Destination O riented Allocation System

■ ੡඼ίスτੵݟΓۀ຿のࣗಈԽٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Automation Technology for P roduct Cost E stimation
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ύワー൒ಋମを搭載した電ྗม׵器の適用拡大に൐い，
。動作をটく電࣓ϊイζの཈੍が求められているޡ

電࣓ϊイζの཈੍に，ٯ位૬೾ܗを利用したアクティϒ
ϊイζキャンηラٕज़を開発している。電ྗม׵器には，
ै来ίイルによるίモンモードϊイζの௿ݮに加えて，ࠩ
動モードϊイζの௿ݮが必要になる。

新たなίイルを開発し，ೈ࣓性ࡐྉでίイル಺ԁ෦を෧
，して࿙れインダクタンスを̎ഒに૿やした。その結果ࢭ
ίイルに新たな࣓ଋを生成してै来ίイルと同ମੵでࠩ動
モードϊイζに対応し，最大̔E#ˏ��0L)[のϊイζ௿ݮ
ޮ果が得られた。今後はίイルྔ࢈方๏を確立し，空ௐ機
用電ྗม׵器などへの適用を目指す。

ैདྷίΠϧ ։ൃίΠϧ
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3૬
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ैདྷίΠϧ
։ൃίΠϧ

ݮେ̔EB௿࠷
!���L)[

ίイϧͱࠩಈモーυノイζ௿ݮのؔ܎

�20.)[帯で動作するIoT（Internet of Things）向け無
線通信システムI&&& �02�����gとI&&& �02���ahؒのप
೾数共用ٕज़を開発した。I&&& �02�����gはスϚートϝー
タやڥ؀モχタリングに࢖用されており，I&&& �02���ah
はطଘWi�'i（஫）の拡ுとして԰外IoTアプリケーションへ
の適用がظ଴されている。多数のモϊが無線でͭながる
ことで無線通信システムؒの電೾ׯবが課題になる。こ
のٕज़によって，ै来ׯবによって性能ྼ化が発生して
いたI&&& �02�����gଆの通信性能がվળ（ै来ൺ���ˋ）し，
IoT機器はより安定した通信が可能になった。また，こ
のٕज़をI&&& �02����3ඪ४化に提Ҋし，202�年݄̐に
I&&& �02����3֨نとしてঝ認された。

ϝーλ

IoT
ήーτウΣΠ

������BD�BY
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8Jʵ'J
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ηϯサɼ�
Χϝラ΄͔

ैདྷɿి೾ׯবʹΑΔੑೳྼԽ

։ൃٕज़ɿׯব؇࿨
（通信ੑೳ����վળ）

I&&&���������H
（���.)[）

I&&&�������BI
（���.)[）

प೾਺ڞ༻
ٕज़（ˎ�）

ˎ̍ɹI&&&��������Hଆ͕ɼ�I&&&������BI͔ΒͷׯবΛਪఆ͠ɼׯ�বΛड͚ʹ͍͘
ɹɹɹλΠϛϯάͰૹ信Λࣜํ͏ߦ

IoTϢースέースʢ���.)[帯ʣ

時ؒత੍໿をؚΉソフトウェアの要求࢓様ؒのໃ६を，
ख๏を用いて検ग़するٕज़を開発した。外෦ೖྗやシࣜܗ
ステム動作といったイϕントが特定の順ং・ؒ隔で発生し
た場߹ͩけݦ在化する検ग़ࠔ೉なܽؕを，設計のஈ֊で網
ཏతに検ग़することで，開発Լ流からのख໭りを๷ࢭする。
ໃ६の検ग़では，هࣜܗड़された各要求࢓様を，時ؒత੍
໿をྀߟしたステートϚシンにม׵する。各ステートϚシ
ンはイϕントの発生に応じて状態ભҠし，対応する要求࢓
様にҧ൓するイϕントྻを検知する。これらのステートϚ
シンをモデル検査機等のࣜܗ検証πールにೖྗし，要求࢓
様ؒのিಥをҾきىこすイϕントྻを୳ࡧすることで，要
求࢓様ؒのໃ६を網ཏతに検ग़する。
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ໃ६ͳ͠ʡ

ཁ༷ؒ࢓ٻのໃ६のྫٴͼҰ؏ੑূݕϑϩー

■ 電ྗมث׵のアΫティϒノイζキャンηϥٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Active Noise Cancelling Technology for P ower Converters

■ IoT向けҟछແઢ௨৴システムؒのप೾਺ڞ用ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Wireless Coex istence Technology for Internet of Things

ज़ٕূݕੑ؏のҰ༷࢓ٻ໿をؚΉιϑτ΢Σアཁ੍ؒ࣌ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Consistency Checking Techniq ue for Software R eq uirements Including Time Constraints
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̍ɽڀݚ開発

ࢿ，業ではこれまでに数多くのソフトウェアを開発しا
，の更なる活用を目తとして࢈ࢿっている。これら࣋として࢈
ソフトウェアを"1I（"QQliDation 1rogramming InterfaDe）
をհしてクラウド上で実行可能なϚイクロサービスにม׵
するπールを開発した。このπールは対৅になるソフト
ウェアと数行の設定フΝイルをೖྗとして，ᶃίンテφ化，
ᶄ,Vbernetes（஫）（ίンテφのスケδューリングと管理を
୲う実行基൫）への഑置情報生成と഑置を行い，ソフト
ウェアをϚイクロサービスとしてެ開する。このπールが
生成する഑置情報は,Vbernetesに対して，Ϛイクロサービ
スの実行ෛՙに応じた計ݯࢿࢉの最適なׂり当てを指示す
る。これらによって，طଘソフトウェアを࠶利用し，クラ
ウド上で実行するࡍのίストをݮ࡟できる。

ϚΠクϩ
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クラウド
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ɹ΁ͷ഑ஔ৘ใ
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ϚイΫϩサービスԽしたιϑτ΢Σアのಈ࡞

新ن事業૑ग़活動の活性化とࢧԉを目తに，デザインࢥ
をϕースにした“ビδネスデザインプロηス”をಠࣗにମߟ
事業૑ग़活動の特௃と市場の最新ن化した。当社಺の新ܥ
では，事業化に向けた推ਐ方๏ڀݚを分ੳし，このڀݚ

“ਐめ方”，取૊Έに必要なҙ “ࣝϚインドηット”，活動を
継続తにࢧえる૊৫తࢧԉ“続ける࢓૊Έ”のͭࡾの視఺で
プロηスを定ٛしている。ओな特௃は，ؔ係ऀ全һがओମ
性を࣋って共૑しながら活動する方๏を࠾用し，新ن事業
૑ग़の実行プロηスとともに，実行ऀのϚインドや実行૊
৫の࢓૊Έにͭいてม化を求めている఺である。これらを，
当社の੡作所や事業෦，ؔ係会社での新ن事業૑ग़活動の
。ԉに生かしているࢧ

Ϣーβーى఺ͰアΠσア
Λ֫ಘ͠ɼۀࣄ�Խ΁͚ͨ޲
Λਪਐ͢Δํ๏౼ݕ
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ビジネスデβインϓϩηス

様々なηンサにࢧえられるࣗ動運సでは，電೾を๦害し
て測ڑをޡらせるなどのηンサܸ߈への଱性を定ྔ化して
ධ価することがෆ可ܽである。実ंを用いたධ価が安全性
の؍఺で೉しいことや，設計への൓өのため開発のૣظஈ
֊でのධ価が求められることから，シϛュレータによるη
ンサܸ߈଱性ධ価ٕज़を開発した。೔ຊとԤभのN$"1

（NeX $ar "ssessment 1rogrammeɿ新ंアηスϝント
プログラム）でن定されている"&#（"VtonomoVs &mer�
genDy #raLingɿিಥඃ害ܰݮϒレーキ）ݧࢼの૸行シφ
リΦを網ཏし，૸行中のंに対するܸ߈のӨڹをධ価でき
る。実ंでは೉しい網ཏతなධ価や，ܸ߈଱性をྀߟした
ηンサの性能要݅のૣظ決定を可能にする。
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ηンサܸ߈଱ੑධՁシϛϡϨータのը໘ྫ

のϚイΫϩサービスԽ࢈ࢿଘιϑτ΢Σアط ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Converting E x isting Software Assets into Microʵservices

■ ৽ۀࣄن૑ग़活ಈを支援͢るʠビジネスデβインϓϩηスʡのମܥԽ －－－－－－－－－－－－－－－－
Systematization of "Business Design Process" to Support New Business Creation Activities

■ ࣗಈ運సを૝ఆしたηンサܸ߈଱ੑධՁシϛϡϨータ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Simulator for Sensor Attack R esistance E valuation on Autonomous Driving
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ケーϒルを用いた通信で，ૹड信I$の௿電ѹ化ʗ高प
೾化がਐΜでおり，外来ϊイζによるトラϒルが૿加して
いる。このようなトラϒルが޻場಺にෑ設したケーϒル網
で発生すると，ϊイζݯの特定に多大な時ؒを要すること
があった。今回，複数Օ所で؍測したϊイζを，シϛュ
レータ上で各々の؍測఺から同時に時ؒを૎らせて఻ൖさ
せ，ϊイζ৵ೖ௚後の
電ѹ分෍を࠶現するこ
とで，ケーϒルのどの位
置からϊイζが৵ೖし
てきたかを推定する解
ੳٕज़を開発した（ਤ̍）。

20mケーϒルを用いた検証で，30Dm精度でϊイζ৵ೖ位
置を特定できることを確認した（ਤ̎）。このٕज़によって，
ϊイζݯの特定が༰қになり，通信異ৗへの対ࡦをਝ速に
行うことが可能になる。

έーϒϧ

（ܗ೾）ଌϊΠζ؍ （ܗ೾）ଌϊΠζ؍
ϊΠζ৵ೖҐஔਪఆ

ଌ఺؍
ଌ఺؍

ਤ̍ɽؒ࣌を૎るシϛϡϨーションによる
ノイζ৵ೖҐஔਪఆ
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���

ਤ̎ɽノイζ৵ೖ࣌のέーϒϧ্の
電ѹ෼෍ਪఆ݁Ռ

ύワー൒ಋମの୹བྷ状態を高速で検知するゲート検知
方ࣜの保ޢ回路を開発した。୹བྷ状態とは，ύワー൒ಋ
ମに高電ѹ・大電流がかかる現
৅で，ύワー൒ಋମのഁյにͭ
ながる。ै来はインバータの電
ѹ・電流情報から୹བྷ状態を検
知してύワー൒ಋମを保ޢして
いたが，検知速度が஗いという
課題があった。今回，ύワー൒
ಋମを੍ޚするゲート端ࢠの電
ѹ・電流情報ͩけを࢖用し，高
速に୹བྷ状態を検知する回路を
開発した。その結果，ै来の൒
分以Լになる໿̎�sの୹時ؒで

୹བྷ状態を検知して保ޢすることに成ޭし，インバータの
安全性向上を実現した。この୹བྷ保ޢ回路を搭載した൚用

インバータ“'3&230-ʵ&�00シ
リーζ”は2020年�2݄にྔ࢈を開
始した。

Πϯバーλͷ
ిѹɾిྲྀ

ήーτ端ࢠͷ
ిѹɾిྲྀ

୹བྷ൑ఆ
݁Ռ

ʵ� � � � �

ਖ਼ৗ

୹བྷ

࣌ （ؒ�T）

୹བྷ

໿��T

保ޢճ࿏Ͱݕग़ɾ൑ఆ

େిྲྀ

ѹిߴ

ήーτిྲྀ

ήーτిѹ

୹བྷൃੜ ୹བྷݕ஌

୹བྷݕ஌೾ܗ

�ʙ���T

໿��T

ैདྷͱൺֱͯ͠
൒෼ҎԼ

ैདྷ ճࠓ

のൺֱؒ࣌஌ݕ

ύワーエレクトロχクス機器を੍ޚするύワー൒ಋମで
あるSi$（シリίンΧーバイド）ɻ .0S'&T（.etalʵ0YiEeʵ
SemiDonEVDtor 'ielEʵ&ffeDt Transistor）で，実࢖用に
よるしきい値電ѹの時ؒม動現৅にؔする物理モデルを構
ஙし，ૉࢠण໋༧測を精៛化した。

Si$ʵ.0S'&Tのण໋は，高電քྖ域
で取得したण໋データに基づいて，௿電
քྖ域のण໋を௚線近ࣅで外ૠして推定
していた。今回，ゲートࢎ化ບ中の電ՙ
ั֫モデルに基づいて，しきい値電ѹに
Өڹする電ؕܽ֫ัࢠのӨڹを，ϗール
ั֫ܽؕのӨڹと分離ධ価するख๏を構
ஙした。このख๏によって，ゲートࢎ化

ບ電քとしきい値電ѹのม動ण໋とのؔ係を広い電քྖ域
で取得した結果，実࢖用৚݅になる௿電քでのण໋がै来
༧測よりも長ण໋であると༧測された。このٕज़をSi$ʵ
.0S'&Tの高信頼性設計に活用していく。

ήーτిۃ

ήーτࢎԽບ

4JC

ैདྷϞσϧ ։ൃϞσϧ

ࢠి

ϗーϧ

ؕܽ֫ัࢠి ϗーϧ
ั֫ܽؕ

Խບதのࢎճ։ൃͱैདྷのήーτࠓ
電ՙั֫モデϧ

ճͷख๏ʹ基͍ͮͨ༧ଌࠓ
���

���

���

���

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�
� � � �
ήーτࢎԽບిք（.7�DN）

͠
͖
͍
஋
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ଌఆ஋

ैདྷ༧ଌ

Խບ電քࢎճ։ൃͱैདྷのήーτࠓ
にର͢るし͖͍஋電ѹมಈण໋༧ଌ

■ ௨৴έーϒϧ΁のノイζ৵ೖҐஔのਪఆٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
P osition E stimation Techniq ue of Noise Intrusion into Communication Cable

■ ήーτ電ѹɾ電ྲྀ৘ใを用͍たߴ଎ݕ஌ํࣜの୹བྷอޢճ࿏ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Shortʵcircuit P rotection Circuit with H ighʵspeed Detection Method Using G ate V oltage and Current Information

■ 4J$－.04'&TͰのし͖͍஋電ѹมಈの෺ཧモデϧߏங－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
P hysical Modeling of Threshold V oltage Shift in SiCʵMO SFE Ts
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࿝ٺ化したインフラの検査や地中ຒ設物の特定を可能に
する，地中や構଄物಺෦をඇഁյで可視化するレーダ画૾
化ٕज़を開発した。レーダを対৅物にরࣹし，測定した൓
ࣹ೾に基づいて画૾化するࡍには，൓ࣹ೾఻ൖをਖ਼確にモ
デル化し，現実తなԋྔࢉに཈えることがݤになる。地中
や構଄物಺෦では，૚や物質によってϚルチύスをؚΉ複
数の൓ࣹ೾が発生する
が，ै来は，ඍ弱な൓
ࣹ೾は画૾化に用いて
いなかった。提Ҋٕज़
ではϚルチύスのඍ弱
な൓ࣹ೾も利用するこ
とでモデル精度を向上
させて，解ੳするप೾
数帯域をঃ々に拡大す
ることでԋྔࢉも཈੍

した。これによって，ै来とൺֱして最大̓E#の信߸ࡶ
Իൺ向上を実現した。

ैདྷٕज़ɿ
ඍऑͳ൓ࣹ೾͸ɼ�ແࢹຢ͸
ϑΟϧλͰআڈ

ૹ信アϯςφ ड信アϯςφ

ఏҊٕज़ɿ
Ϛϧνύεͷ൓ࣹ೾ͷ૬ޓ
΋ؚΊͯਖ਼֬ʹϞσϧ༺࡞
Խͯ͠ը૾Խʹ׆༻

ैདྷٕज़ͱఏҊٕज़のൺֱ

ૹ信アϯςφ
ड信アϯςφ

ධՁର৅ߏ଄ͱ
アϯςφ഑ஔ

ैདྷٕज़ ఏҊٕज़

ۭܺ ਫͱ؅

シϛϡϨーション݁Ռൺֱ

ࣗ動運సं྆のࣗ཯૸行を高度化するインフラڠௐ型ࣗ
動運సシステムでは，路ଆηンサが検ग़した૸行ं྆の位
置や速度の情報をࣗ動運సं྆に無線通信を用いて
通知する。そのಋೖにࡍしては，様々なサービス要
݅に応じたシステム設計と開発ޮ཰化が課題になる。
今回，ं྆・道路・インフラの̏छྨのシϛュレー
ションモデルを作成し，ݸ々のモデルを૊Έ߹わせ
ることによって，インフラڠௐ型ࣗ動運సシステム
のص上ධ価を可能にするシϛュレーションධ価ٕज़
を開発した。このٕज़によって，高速道路での߹流
ԉなど様々なサービスのシスࢧԉやྉۚ所の通աࢧ
テム設計とص上ධ価ができるようになり，インフラ

。ௐ型ࣗ動運సシステムの開発ޮ཰化が可能になるڠ

■ インϑϥڠௐࣗܕಈ運సシステムのシϛϡϨーションධՁٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Simulation E valuation Technology for V ehicleʵinfrastructure Cooperative Automated Driving System

ԉサーϏεͷࢧྲྀ߹଎ಓͰͷߴ
γϛϡϨーγϣϯ

ं྆Ϟσϧ

Ґஔɼ�଎౓ɼ�ंछͳͲ

ಓ࿏Ϟσϧ

ಓ࿏ߏ଄ɼ�࿏໘ঢ়ଶͳͲ

ΠϯϑラϞσϧ

ઃஔҐஔɼ�通信෴ҬͳͲ

߹ྲྀ࿏
࿏ଆແઢ
通信૷ஔ

ຊઢ ࿏ଆηϯサ

ධՁ݁Ռ

ɾ੒ޭʗෆ੒ޭ
ɾ੒ޭ཰ͳͲ

インϑϥڠௐࣗܕಈ運సシステムのシϛϡϨーションධՁٕज़の֓ཁ

高度ࡁܦ成長ظに੔උされた道路やڮなどのެ共インフ
ラが࿝ٺ化し始めており，適切な管理・補मのための画૾
਍அがී及しͭͭある。しかし，ެ共インフラを画૾਍அ
するためのࡱӨ画૾は，大ن໛（大ྔのデータ݅数で，̍݅
当たりのデータྔが大きい）であり管理には多くの計ࢉ機
ͭ࣋が必要になる。そこで，画૾管理に適した機能をݯࢿ
データϕースを開発した。

஝ੵ時には画૾をࣗ動తにѹॖしてデータྔをݮ࡟する。
また，データϕース಺のѹॖ画૾を対৅に෦分画૾நग़や
解૾度ௐ੔などの画૾ॲ理機能によって，ॲ理を高速に実
行する。解૾度ௐ੔の一ྫでは，1ostgreS2-より2�ഒ高

速であることを確認した。このデータϕースを画૾分ੳシ
ステムに適用し，ެ共インフラの適時の管理・補मを実現
する。

ղ૾౓
ௐ੔

น໘ͳͲͷ
ྼԽՕॴΛࡱӨ ෦෼ը૾நग़

େن໛ը૾σーλϕーε

ը૾ॲཧΛσーλϕーε಺Ͱ
ߦ࣮ʹ଎ߴ

Өͨࣸ͠ਅࡱ
（਺(BʙTB�݅）Λ
ࣗಈѹॖͯ͠保ଘ

෼ੳ
ྼԽՕॴݕग़

໛ը૾データベースن؅ཧ向けେ࣋インϑϥҡڞެ

■ ඇഁյインϑϥࢹ؂をՄೳに͢るϨーダը૾Խٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
R adar Imaging Technology to E nable Nonʵdestructive Infrastructure Monitoring

໛ը૾データベースن؅ཧ向けେ࣋インϑϥҡڞެ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
L arge Amount and L argeʵscale Image Database for P ublic Infrastructure Maintenance
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リチウムイΦン電஑（-ithiVm Ion #atteryɿ-I#）とม
ݮ器を接続した機器では，-I#に流れるリプル電流を௿׵
するフィルタが用いられる。しかし，リプル電流が-I#に
及΅すӨڹはෆ໌確なため，ա৒なフィルタが選定される
可能性があった。

今回，リプル電流を
໛ٖしたਖ਼ݭ೾電流を
-I#に 通 流 し， ྼ 化 に
及΅すӨڹをධ価した。
その結果，通流によっ
て-I#電ѹが上ݶ電ѹ
を௒աするとྼ化がଅ
ਐされるが，上ݶ電ѹ
を௒աしない場߹は電

流にަ流成分がؚまれてもྼ化にӨڹしないことを໌ら
かにした。これによって，-I#電ѹが上ݶ電ѹを௒աしな
いൣғにリプル電流を௿ݮするフィルタを選定することで，
フィルタのখ型化が可能になる。

ᶆ���7ҰఆిѹͰ保ଘ
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ᶄ���7Ұఆ
ɹిѹͰ保ଘ

ᶃ���7Λத৺ʹप೾਺�L)[ɼ�
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-I#の電ѹ೾ܗ
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ᶃ���7Λத৺ʹप೾਺
ɹ�L)[ɼ�ৼ෯��Aͷ
ɹਖ਼ݭ೾ిྲྀΛ通ྲྀ

มԽ
ͳ͠

ᶄ���7Ұఆిѹ
ɹͰ保ଘ

ᶆ���7Ұఆిѹ
ɹͰ保ଘ

ѹ（���7）Λ௒ա͢Δͱిݶ্
ਖ਼ݭ೾ిྲྀʹΑͬͯྼԽ͕Ճ଎

ᶅ���7Λத৺ʹप೾਺
ɹ�L)[ɼ�ৼ෯��Aͷਖ਼
ɹݭ೾ిྲྀΛ通ྲྀ

༰ྔҡ࣋཰のมಈ

エレϕーター保守作業では，異ৗԻ発生ݯを保守һが特
定しており，そのޮ཰化や安全確保が課題になっていた。

今回，かご上に設置したϚイクアレーのԻデータから異
ৗԻ発生ݯの方向を推定するԻݯ方向推定ٕज़を開発した。
ঢ߱路಺は൓ࣹԻが生じやすく，Ϛイクアレーと異ৗԻ発
生ݯとの位置ؔ係によってはԻݯ方向推定がࠔ೉になる。
そこでԻݯ方向推定がత確にできているかを示す信頼度を
ग़するようにして，かご位置をҠ動させながら信頼度がࢉ
しきい値以上になる۠ؒの推定結果をநग़することで，よ
りਖ਼確な異ৗԻ発生ݯの特定を実現した。

このٕज़は市ൢ品のアクションΧϝラで利用可能なため
ঢ߱路಺作業ݮ࡟によるޮ཰化や安全性向上にݙߩできる。

ϚΠクアϨー෇͖
アクγϣϯΧϝラ

Ի޲ํݯ
ਪఆ器

Իσーλ

ΤϨϕーλー͔͝

ਖ਼໘

എ໘

ӈࠨ

Ի޲ํݯɿਖ਼໘

͖͍͠஋Ҏ্
ͷ۠ؒΛநग़

信
པ
౓

͔͝Ґஔ

͖͍͠஋

͔͝ҐஔʹΑΔ
Ի޲ํݯਪఆ
݁ՌͷมԽ

エϨベーターอकͰのঢ߱࿏಺Իํݯ向ਪఆٕज़

テレワークの課題であるԡҹの୅替खஈに，電ࢠॺ໊
サービスがある。ै来，電ࢠॺ໊を行うためのൿີݤを安
全に管理するため，)S.（)arEXare SeDVrity .oEVle）
を利用していたが，高価なためಋೖίストが高くなる課題
があった。

今回，ύスワード等からしきい値҉߸の分ׂしたൿີݤ
を生成するٕज़と，しきい値҉߸をಋೖすることでൿີݤ
を分ׂしたまま電ࢠॺ໊の生成を行うٕज़を開発した。分
ׂしたൿີݤを利用ऀ，サービスそれͧれで管理すること
で，利用ऀの利ศ性と，)S.ෆ要で安全性を確保すること
に成ޭした。このٕज़を電ࢠॺ໊サービスに適用し，サー
ビスଆ管理ऀによる電ࢠॺ໊のِ଄๷ࢭや，電ࢠॺ໊で重
要になる利用ऀによるॺ໊ҙࢥの確認が༰қに可能になる。

ར༻ऀ
アϓリέーγϣϯ ॺ໊サーϏεࢠి

,�W�Q�;�

෼ׂݤੜ੒

ύεϫード

ར༻ऀͷ෼ׂݤ

サーϏεͷ෼ׂݤൿີݤ

,�W�Q�;�
ύεϫード

ύεϫード͔Β
ར༻ऀͷ෼ׂݤ
Λੜ੒

ॺ໊ͷதؒ஋ͱࢠి
ར༻ऀͷ෼ׂ͔ݤΒ
ॺ໊Λੜ੒ࢠి

サーϏεͷ෼ׂ
ॺ໊ࢠΒి͔ݤ
ͷதؒ஋Λੜ੒

ར༻ऀೖྗ͕ʹ࣌ॺ໊ੜ੒ࢠి
ඞਢʹͳΓɼ�ॺ໊ҙ֬ࢥೝ͕Մೳ

ύεϫード౳͔Βར༻ऀ
ͷ෼ׂݤΛੜ੒Ͱ͖Δ
͜ͱͰརศੑ্͕޲

ར༻ऀͷిࢠॺ
໊͸ِ଄ෆՄ

ऀܸ߈
（಺෦ෆਖ਼ऀ）

෼ׂ؅ݤཧιϑτ΢Σア

■ ϑィϧタのখܕԽに向けたリチ΢ムイΦン電஑΁のリϓϧ電ྲྀのӨڹධՁ －－－－－－－－－－－－－－－－
Effect Assessment of Ripple Current to Lithium Ion Battery for Miniaturization of Filter

■ エϨベーターอकͰのঢ߱࿏಺Իํݯ向ਪఆٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Method of Sound Localization in Hoistway for Elevator Maintenance

؅ཧιϑτ΢Σアݤ؅ཧデバイスをෆཁに͢る෼ׂݤ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
K ey Management Software Using Threshold Cryptography to E liminate the Need for Devices
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電鉄用ώートύイプࣜྫྷ٫器の高性能化に向けてύイプ
அ໘ܗ状のม更を検౼している。ώートύイプは಺෦ྫྷഔ
の流動と૬ม化によって೤༌ૹするが，அ໘ܗ状をม更す
ると಺෦の流動特性がม化するため，ࢼ作とݧࢼによるධ
価が必要であり，開発ؒظの୹ॖのためには解ੳٕज़が必
要とされていた。今回，解ੳٕज़に新たに૬ม化モデルを
૊Έ込Ήことで૬ม化とؾӷ流動が連成した解ੳを実現し
た。ώートύイプน໘Թ度分෍の解ੳ結果と測定結果をൺ

ֱしたとこΖ，ࠩޡが��ˋ以Լになり，この解ੳٕज़の
ଥ当性を確認した。今後，この解ੳٕज़をループ型ώート
ύイプに拡ுするとともに，ؾӷ૬ม化を利用した෯広い
੡品へ適用する༧定である。

ిమ༻ిྗม׵૷ஔ
ྫྷ٫器

ώーτύΠϓ

ϑΟϯ

ώーτύイϓࣜྫྷث٫

์
೤

ೖ
೤

அ
೤

ॳظঢ়ଶ

ӷ૬ ૬ؾ

ఆৗঢ়ଶ �� �� �� ��
Թ౓（ˆ）

ଌఆ

ղੳ

ղੳ݁Ռͱଌఆ݁Ռのൺֱ

ड஫開発で，顧客へのサンプルग़ՙ後に認ࣝのᴥᴪ（そ
ご）が発֮して大きなख໭りを発生させてしまうことがある。

この໰題を解決するため，顧客要求を൓өしたデモ用ソ
フトウェアを用いて，顧客とのٞ࿦・൓өを୹ؒظで܁ฦ
し可能なڥ؀を開発した。

このڥ؀では，要求とデモ用ソフトウェアとのトレーサ

ビリティが取れたシステムモデルを.#S&（.oEelʵ#aseE 
Systems &ngineering）で定ٛすることで，要求ม更のӨ
利用を実現し，開発࠶をडけないソフトウェアの༰қなڹ
を୹ॖする。さらに，システムモデルからデモ用ソフؒظ
トウェアの਽ܗ（ͻながた）を生成することで，࠶利用しな
いデモ用ソフトウェアの開発ޮ཰も向上させる。

અ໿
ཁٻਤ

Ϣーεέーεਤ

γーέϯεਤ

ৼΔ෣͍

ϒϩοクਤ

アクςΟϏςΟਤ

಺෦ϒϩοクਤ

ཁٻ

ཁٻͱ機ೳͷτϨーサϏリςΟ
͕औΕͨγεςϜϞσϧ ͤ߹٬ͱͷଧސ

"

γεςϜཁٻ

ཁٻͷมߋ

਽ܗੜ੒

༺ར࠶
4ZT.-

σϞ༻ιϑτウΣア

4ZT.-ɿ4ZTUFNT�.oEFMJOH�-BOHVBHF

σϞ༻ιϑτウΣアʴγϛϡϨーλ

٬ͱのٞ࿦ɾ൓өのサイΫϧのイメージސ

■ 電మ用ώーτύイϓࣜྫྷث٫のੑೳを༧ଌ͢る೤ྲྀମղੳٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Thermoʵfluid Analysis Technology Predicting Performance of Heat Pipe Cooler for Electric Railways

ڥ٬ͱのཁ݅ఆٛを支援͢る.#4&ͱデモ用ιϑτ΢Σアの࿈携؀ސ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Framework to Support R eq uirement Analysis with Modelʵ B ased Systems E ngineering and Demo Software
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1. �　ίアٕज़のڧԽ　4tSenHtIen $oSe 5eDInoMoHies

ޫ空ؒ通信ٕज़は，電೾に対して広帯域・高指向が得ら
れ，特にӉ஦空ؒやޫフΝイバෑ設ࠔ೉な地上地域向け大
༰ྔ無線通信ٕज़としてظ଴されている。今回，次のとお
り高度化開発を行った。
⑴ 大༰ྔޫ空ؒ఻ૹٕज़

ै来ޫૹ信機は一ͭのビームで信߸をૹ信しており，
レーザޫのਓの目に対する安全性から大༰ྔ化に必要な
ビームのύワーが੍ݶされていた。今回，信߸をޓいにׯ
বしない۝ͭの೾長のฒྻなビームに分けてૹ信し，ύ
ワーີ度を安全な値に཈えたまま߹計ύワーを高めた。ま
た۝ͭのビームを一ׅしてूޫできるようにड信機の指向
性を設計した。この構成で220mのڑ離で，ޫ空ؒ通信の
ੈքه࿥を௒える��TbQsの大༰ྔ఻ૹを実証した。
⑵ ड信ビーム௥ඌ・通信౷߹ٕज़

ޫ空ؒ通信は指向性がӶいため，通信૬खとのޫビーム
のัଊ௥ඌに高い精度が要求される。このためัଊ௥ඌ用
֯度検ग़機構をඋえている。今回，通信用のडޫૉࢠを̐
৅ݶに分ׂ഑置したडޫૉࢠを開発し，各分ׂૉࢠへのೖ
ࣹޫྔの重৺ԋࢉによる֯度検ग़機能とޫίώーレント通
信用ड信機能を౷߹したίώーレントޫड信フロントエン

ドを実現可能にした。これによって，通信と֯度検ग़用の
ޫ分岐෦がෆ要になり，খ型化とૹ信レーザύワーの௿ݮ
による௿ফඅ電ྗ化もظ଴できる。

ૹ信機 ૹ信機 ड信機

೾௕̍
೾௕̎

೾௕̕

େ༰ྔޫۭؒ఻ૹٕज़
ʢ̕ビームฒྻ೾௕ଟॏޫۭؒ௨৴ܥのߏ੒ʣ

ϙΠϯςΟϯά
ϛラー

ޫ��౓
ϋΠϒリοド
ճ࿏

ϩーΧϧޫ

2信߸ I信߸

๬遠ڸ

ड信ޫ
ϏーϜ

ϙΠϯςΟϯά
ϛラー๬遠ڸ

ड信ޫ
ϏーϜ

ޫ��౓
ϋΠϒリοド
ճ࿏

ϩーΧϧޫ

2信߸ I信߸

֯౓ɾ
通信ڞ༻
෼ׂडޫૉࢠ

ޫ෼ذ෦

通信信߸༻
डޫૉࢠ

௥ඌ֯౓
ग़૷ஔݕ

ड৴ビーム௥ඌɾ௨৴౷߹ٕज़

レーダの高分解能化，通信の高速・大༰ྔ化のため，ϛ
リ೾帯アクティϒフェーζドアレーアンテφを利用したं
載レーダや無線通信システムが஫目されている。今回，こ
れらシステムの高性能化・খ型化を実現するϛリ೾帯ア
クティϒフェーζドアレーアンテφ要ૉٕज़として，高
ޮ཰アンテφૉࢠ，及びੈքॳ（ˎ�）のϛリ೾帯ࡾ次元ੵ૚
3'I$（3aEio 'reRVenDy IntegrateE $irDVit）を開発した。

ै来のアクティϒフェーζドアレーアンテφでは，広֯
方向にビーム૸査したときのૹड信ޮ཰の௿Լが課題で
あった。今回，アンテφૉࢠલ໘に༠電ମ基൘（ਤ̍）を഑
置することで，広֯ビーム૸査時のޮ཰を理࿦ݶք近くに
まで向上させるٕ
ज़を開発した。こ
れによって，アク
ティϒフェーζド
アレーアンテφの
෴域をै来にൺ΂
て20ˋ拡大できる。

また，アンテφ
の開ޱ໘ੵがඇৗ

にখさいϛリ೾帯で，3'I$をアンテφཪ໘に実૷する
ため，ϛリ೾帯ࡾ次元ੵ૚3'I$を開発した。ੵ૚した
3'I$ؒの接続は，シリίン؏通ビアで同࣠構଄を໛ٖす
ることで，�0G)[以Լのप೾数で��2E#以Լの௿ଛࣦな特
性を実現した（ਤ̎）。ೋͭのϛリ೾帯3'I$のੵ૚によっ
て実૷໘ੵを��ˋݮ࡟した結果，アンテφཪ໘への3'I$
のฏ໘実૷が可能になり，ްさ̏Dm以Լ（࣋ࢧ・์೤構଄
ؚΉ）のബ型アンテφを実現した。
ˎ̍ 2020年݄̎̒೔現在，当社ௐ΂

ͷ3'ICΛੵ૚͠ɼ�ϛリ೾帯఻ૹݸ�
γリίϯ؏通ϏアͰ྆ऀΛ઀ଓ

���N
ϛリ೾帯఻ૹ
γリίϯ
؏通Ϗア

༠ిମ基൘

アϯςφ

ϛリ೾帯ੵݩ࣍ࡾ૚3'IC

ੵ૚

ਤ̍ɽϛリ೾帯アΫティϒϑΣーζυアϨーアンテφの
໛ࣜਤ

प೾਺（()[）

通
ա
ଛ
（ࣦ
EB
）

�

�

�

�
� �� �� �� �� �� ��

ଌఆ݁Ռ

ղੳ݁Ռ

ਤ̎ɽシリίン؏௨ビアの௨աଛࣦ

■ ޫۭؒ௨৴ٕज़のߴ౓Խ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Upgrading of Free Space O ptical Communication Technology

■ ബܕɾޮߴ཰ϛリ೾帯アΫティϒϑΣーζυアϨーアンテφٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Millimeterʵwave Active P hased Array Antenna with L owʵprofile and Highʵefficiency
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̍ɽڀݚ開発

੡଄業でのมछมྔ生࢈がਐΉ中，様々な加޻を高速か
ͭ高品質に行うことが求められている。加ܗ޻状のม更な
どによってڥ؀ม化が生じると最適な加޻৚݅がม化する
が，มछมྔ生࢈で加޻৚݅のௐ੔をਓखで行うと生࢈性
が௿Լする。そのため，ਓखをհさͣにڥ؀ม化にଈ࠲に
対応できる࢓૊Έが必要になる。そこで，生࢈・੡଄中の
ม化をリアルタイムでֶश・補ਖ਼することで，'"機ڥ؀
器を高速・高精度化する"Iٕज़の開発を行った。

この"Iٕज़は，'"機器で共通して࢖用可能な次の特長
をͭ࣋。
⑴ 高速推࿦

'"機器に求められるリアルタイム੍ޚを実現するため，
高速推࿦が可能な"Iٕज़を開発した。

⑵ 適応ڥ؀
加޻中のデータをֶशし，ৗにม化する加ڥ؀޻に適応

した。
ᾉ 高信頼性

推࿦結果の信頼度を指ඪ化し，信頼度に応じて'"機器
を適切に੍ޚすることで，信頼性の高い安定した動作を実
現した。

この"Iٕज़の適用ྫとして，N$（NVmeriDal $ontroller）
޻補ਖ਼したときの加ࠩޡ，をֶशしࠩޡ޻作機ցの加޻
はࠩޡ޻状"では，加ܗ，Ϛップを図に示す。図からࠩޡ
状#でも，信頼度に応じてܗ状をม更したܗ，গしݮˋ��
ֶशすることでܗ状"と同ఔ度に加ࠩޡ޻を཈੍できるこ
とを実証した。

ैདྷɿ����N

ճɿ����Nࠓ
্޲���

ঢ়Aܗ

Ճࠩޡ޻ͷൺֱ

ࠩޡ
�（�N） ��（�N）

ैདྷɿ����N

ճɿ����Nࠓ
্޲���

ঢ়Bܗ

Ճࠩޡ޻ͷൺֱ

ࠩޡ
�（�N） ��（�N）

͕େ（ೱ৭）ࠩޡ
ैདྷΑΓ΋ݮগ

ঢ়͕มΘͬͯܗ
΋ࠩޡΛ཈੍

ߋঢ়Λมܗ

ਪ࿦஋ͷ信པ౓
ʹԠֶͯ͡࠶श

ೳ΁のద用ྫػਖ਼ิࠩޡցのػ࡞޻$/

ίロφՒでのײછ༧๷を目తに，アχϝーションライ
ティング༠ಋシステム“てらすΨイド”と"Iによるө૾解
ੳソリューション“Li[Lia”を連携させた
༠ಋҊ಺のίンηプトプロトタイプを開
発し，実証実ݧを実施した。৯ಊの࠲੮
用状況をリアルタイムで分ੳし，“推奨࢖
，ではݧ状況”をҊ಺する実ࡶࠞ“੮”や࠲
"IからのҊ಺をシンプルな図Ҋや，ア
χϝーションによるڧௐද現などで利用
ऀが௚ײతに理解できるද示ද現にした。
この実証実ݧの分ੳでは，࠲੮࢖用のࠞ
度を示す指ඪであるエリアごとのີ度ࡶ
ࠩが໿�0ˋվળされ，ද示ද現によって
利用ޮ果が認められた。今後ࢄ੮の分࠲
は市場の要๬もߟࢀに更にվળを図って，
よりޮ果の高いਓ流੍ޚの実現に向けて
開発をਐめていく。 ৯ಊೖΓޱのࠞࡶ౓Ҋ಺ ৯ಊ಺のਪ঑࠲੮΁の༠ಋҊ಺

■ ͍ͭͰ΋ɾͲΜͳՃ޻にରしͯ΋͍ߴੜੑ࢈を࣮͢ݱる'"向け"Iٕज़－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
AI Technology for FA to Realize High Productivity for Any Time and Any Processing

■ アχメーションϥイティンά༠ಋシステムʠͯΒ͢Ψイυʡͱө૾ղੳιリϡーションʠLJ[LJBʡの࿈携࣮ূ࣮ݧ －－－－
Demonstration Experiment of Cooperation between Animation & Lighting Guidance System "Terasu GUIDE" and Video Analysis Solution "kizkia"
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当社は௿価֨かͭ高ײ度という特長をͭ࣋ಠࣗ
のS0I（SiliDon 0n InsVlator）構଄のサーϚルダイ
Φード方ࣜを用いた高性能੺外線ηンサ“.el%I3”
を開発した。.el%I3は，ै来のサーモύイル
型ൺで，ૉࢠ数は�0ഒ，ײ度は2��ഒを実現して
いる。今回，このηンサを活用した೤画૾ॲ理
ٕज़として，ै来のサーモύイル型ではࠔ೉で
あった高度なਓମ検知ٕज़と，ै来実現ෆ可能
であったϢーザーڥ؀Լでؾ流౸ୡൣғを把握
して੍ޚするؾ流੍ٕޚज़を開発した。このよ
うなຽ生品搭載可能な高ײ度੺外線ηンサと高
度な೤画૾ॲ理ٕज़を૊Έ߹わせることで，ਓ
のշ適性の更なる向上とともに，アフターίロ
φをؚめた今後の݈߁社会の実現に໾立ͭこと
がظ଴できる。

ϧーϜΤアίϯ';γリーζ

Ґஔݩ஌଍ݕ ໨ඪྲྀؾ Ґஔݩ஌଍ݕ ໨ඪྲྀؾ

੺֎ઢηϯサຊମ ಺෦֦େਤ
੺֎ઢηϯサ.FM%I3

.FM%I3を用͍た೤ը૾ॲཧٕज़によるޚ੍ྲྀؾ

設උؾ׵型׵向けの後෇け設置ができる高機能೤ަߍֶ
“ロスφイ”を開発した。新型ίロφウイルスのײછ拡大を
डけて，จ෦Պֶলからֶߍに向けた૭開けؾ׵の指਑が
示されたが，様々な事情から多くのֶߍで適切な૭開け׵
によってエア׵೉な状況にある。この੡品は，೤ަࠔがؾ
ίンがޮいたࣨڭ಺のஆかさ，ྋしさを԰外にಀがさͣ，
԰外からのほこりや૽Իの৵ೖを཈えͭͭ
とൺ΂て，大෯にؾ׵ができ，૭開けؾ׵
লエネルΪーでよりֶशに最適な空ௐڥ؀
を実現する。また，$02ηンサによる風ྔ
ࣗ動੍ޚと-&%ද示によって，最適ؾ׵と
$02ೱ度の見える化も実現した。様々な設

置ڥ؀になじΉようଆ໘
からؾٵする構଄にして，
視քにೖりやすいఈ໘ଆ
にޱؾٵがないすっきり
とした外؍にした。

ޱؾٵ

用ϩスφイߍֶ ઃஔイメージ

ηキュリティҙࣝの高まりをഎܠに，ࠃ಺での生ମ認証
ηキュリティ機器市場は拡大を続けており，中でも指໲認
証૷置はηキュリティレϕルの高いΦフィスやサーバルー
ムなど多くの施設で࠾用がਐΜでいる。ै来機は認証෦の
精度向上とখ型化の྆立が課題であり，シンプルなデザ
インやബ型化がࠔ೉であった。ೖୀࣨ管理システム“指ಁ
ա認証૷置T13シリーζ”は認証෦の基ຊ構଄から見௚し，
認証の高精度化と建ங空ؒにௐ࿨する業քトップクラス
のްさ��mmのബ型ܗ状（ै来ൺ໿�3ˋݮ）にしてフラッ
トでシンプルなҙঊを実現した。また，+IS४ڌスイッチ
Ϙックスにऩೲ可能なサイζにすることで電ؾ設計・施޻
の޻数ݮ࡟を実現した。

T1�シリーζの࢖用イメージ

■ ੺֎ઢηンサʠ.FM%I3ʡを活用したۭௐػ向け೤ը૾ॲཧٕज़－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Thermal Image Processing Technology for Room Air Conditioner Using Infrared Sensor "MelDIR"

用ϩスφイʡのデβインߍઃඋʠֶؾ׵ܕ׵ೳ೤ަػߴ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Design of Highly Functional Heat Exchange Type Ventilating Equipment "Lossnay for Schools"

■ ೖୀࣨ؅ཧシステムʠಁࢦաೝূ૷ஔT1�シリーζʡのデβイン －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Design of Access Control System "Fingerprint Authentication Device TP3 Series"
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空ௐ機のグローバル市場拡大に൐って，これに搭載され
るスクロールѹॖ機のग़ྗ拡大χーζが高まっている。ス
クロールѹॖ機は，̍対のӔרがܗ成するѹॖࣨの༰ੵม
化によってྫྷഔをѹॖする。しかし，ै
来はӔרの設置スϖースにྫྷഔのѹॖに
利用できない無ବスϖースがあった。

今回，Ӕيר੻をऩೲܗ状に近づけた
ੈքॳ（ˎ�）のΦーバル（ପԁ（ͩえΜ））ܗ
Ӕרを開発した。ѹॖ機಺でのӔרのス
ϖースޮ཰を向上できるため，ै来のԁ
を搭載したѹॖ機とൺֱして，同רӔܗ
一サイζでग़ྗを20ˋ拡大できた。

このٕज़を適用したスクロールѹॖ機

は，2020年にビル用Ϛルチ空ௐ機やチラー等の大༰ྔ空
ௐ機向けにྔ࢈を開始した。
ˎ̍ 202�年݄̓̍೔現在，当社ௐ΂

当社では，空ௐ機のྫྷഔ࢖用ྔݮ࡟によるڥ؀ෛՙܰݮ
とলエネルΪー性向上を実現する高性能な೤ަ׵器として，
ፏฏ（へΜ΃い）管೤ަ׵器の開発をਐめている。今回，ፏ
ฏ管೤ަ׵器に流れるѹॖ機༉のฦ༉性能を向上
させる新構଄のΨスϔッダを開発した。ፏฏ管೤
器にはፏฏ管を流れるྫྷഔを߹流・ഉग़する׵ަ
Ψスϔッダが設けられる。ፏฏ管をΨスϔッダに
接続するࡍ，ፏฏ管の長ੇに߹わせてϔッダܘが
大ܘ化するため，ྫྷഔ流速௿Լによるѹॖ機༉の
଺ཹが課題であった。今回，ϔッダԼ෦にฦ༉バ
イύス流路を設ける新構଄をߟҊし，Ψスϔッダ

಺෦のྫྷഔ流動解ੳٕज़によって，流路ܘと接続位置を最
適化した。これによってѹॖ機༉のฦ༉性能向上と高性能
化を実現した。

Ӕר

ѹॖ機ߏ

Ϟーλ

スΫϩーϧѹॖػ

ፏฏ؅೤ަ׵器
Ψεྫྷഔ

Ψεϔομ
ѹॖ機༉

ฦ༉
ྲྀ࿏

ث׵ճ։ൃのፏฏ؅೤ަࠓ

Ӕר

ઃஔεϖーε ઃஔεϖーεແବεϖーε

⒜ɹԁܗӔרʢैདྷʣ ⒝ɹΦʔόϧܗӔרʢࠓճ։ൃʣ

Ӕܗרঢ়

ฦ༉
ྲྀ࿏

Ψスϔοダ಺෦のྫྷഔྲྀಈղੳ

ॅ୐の高ີؾ・அ೤化に൐って，௿ෛՙから高ෛՙまで
෯広いൣғで高ޮ཰運సが可能な高速回సできるロータリ
ѹॖ機が求められている。しかし，高速回స化に൐って，
回స࣠がৼれ回って，
࣠डのমき෇き・ຎ໣
のݥة性やѹॖ機のৼ
動が૿大するため，こ
の཈੍が課題であった。

今回，ѹॖ機全ମを
数値モデル化してシ
ϛュレーションで高精
度に࣠回సバランスを
設計できるモデルϕー
ス設計ख๏を構ஙした。
これによって，࣠回స

バランスをこれまで以上に高精度に最適設計することが可
能になり，࣠डのমき෇き・ຎ໣やѹॖ機のৼ動はै来の
性能をҡ࣋しͭͭ，23ˋの高速回స化を実現した。この
ѹॖ機を搭載したルームエアίン“ໄϲๆ';シリーζ”を
202�年��݄に発ചした。

バラϯε
͓΋Γ

࣠

γΣϧ

্࣠ड

ภ৺
ϐετϯ

Լ࣠ड

ΰϜ٭

ϩータリѹॖػのシϛϡϨーションモデϧ

ɿγϛϡϨーγϣϯ
ɿ࣮ଌ

��ˋ
଎Խߴ

Ϟσϧϕーεઃܭ
ճస਺ݶ্

ैདྷઃܭ
ճస਺ݶ্

ճస਺

ৼ
Ε
ճ
Γ
ྔ

ैདྷઃܭ

Ϟσϧϕーεઃܭ

ैདྷઃܭͱモデϧベースઃܭのൺֱ

■ スΫϩーϧѹॖػのߴग़ྗӔרઃٕܭज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
H igh P ower Wrap Design Technology for Scroll Compressors

■ アϧϛፏฏ؅೤ަث׵を支͑る೤ྲྀମٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Thermal Fluids Technologies to Design Aluminum Flat Tube H eat E x changer

■ ϧームエアίン向けϩータリѹॖػのߴ଎ճసԽٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
H ighʵspeed R otation Technology of R otary Compressors for R oom Air Conditioners
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スϚートフォンでૢ作可能なIoT（Internet of Things）
ਬ൧器向けに，Ի੠ૢ作で最適なਬ൧設定ができるアプリ
ケーションを開発した。ถの໏ฑに߹わせたਬき方やϢー
ザーの޷Έに߹わせた細かいਬ൧設定など，ਬ൧器の高機
能化がਐΜでいる。これに൐って，ૢ作ύネルを࢖った設
定が複ࡶ化する܏向にあり，ૢ作性のվળに向けてԻ੠ೖ
ྗによるスϚートフォンの活用が求められている。

今回，ϢーザーのԻ੠ೖྗ時のਬ൧設定に必要な情報の
ฉきฦしやᐆດද現といった課題に対して，それらの解ऍ
を行うϢーザーҙ図解ऍアルΰリζムを開発した。これに
よって，複ࡶなਬ൧設定がগないख順で可能になり，ス
Ϛートフォンによるਬ൧器のૢ作性がվળできた。

໏ฑɿ͖͋ͨ͜·ͪ
Ͷ͹Γɿ;ͭ͏ɼ�͔ͨ͞ɿ;ͭ͏

͖͋ͨ͜·ͪɼ�;ͭ͏Ͱ༧໿

Ϣーβー
ҙਤղऍ
アϧΰリζϜ

൚༻ޠͷղऍ

ෆ଍৘ใͷฉ͖ฦ͠
Ϣーβー

ਬ͖͕͋Γࠁ࣌Λઃఆ͍ͯͩ͘͠͞

��෼Ͱ࣌��

εϚーτϑΥϯ
アϓリ

ਬ൧ઃఆͷੜ੒

ਬ൧
ઃఆ

ਬ൧
ઃఆ

໏ฑɿ͖͋ͨ͜·ͪ
Ͷ͹Γɿ;ͭ͏ɼ�͔ͨ͞ɿ;ͭ͏
༧໿ࠁ࣌ɿ�����

クラウド IoTਬ൧器

Ի੠ձ話によるਬ൧ઃఆ支援

現在，物流૔ݿや޻場，පӃやΦフィスビルなどで，਎
ମతෛՙの高い運ൖ作業はब業ਓޱのݮগなどを理༝にਓ
खෆ足がਂࠁになっている。ࣗ཯ൖૹ୆ “ं.&-Qorter”
はプログラムされた場所へࣗ཯తに૸行しՙ物を運ൖする。
ޮ཰తで安全な૸行を実現するためには，ंମपลを֯ࢮ
がないようにηンシングすることが必要であるが，複数の
ηンサの有ޮൣғをྀߟしながらԜತを大きくしないデザ
インにすることで，安全性とҙঊ性の྆立を目指した。ま
たपลのਓに状態をද示するຊମ۱࢛の-&%によって安
全運行を実現した。 ࣗ཯ൖૹ୆ं.&-QoSUFS ൖૹ用ϘοΫスऔ෇け࣌

多様なᅂ޷（しこう）に対応するために，エレϕーターで
も新たなܗ態のఱҪর໌や，デザイン性に༏れた立ମతな
構଄のนࡐを新نに࠾用している。エレϕーターのかごࣨ
は，চ໘の要求র度が๏نによってن定されており，多
様な෦ࡐによるচ໘র
度のม化を༧測するޫ
ֶ解ੳٕज़を開発した。
このٕज़では，�00छ
ྨ以上あるนࡐの൓ࣹ
特性を計測してޫֶ解
ੳ用にモデル化し，か
ごࣨのサイζやর໌の
構成をύラϝータとし
てচ໘র度を連続して
解ੳする。これによっ
て，๲大な૊߹せのচ

໘র度を୹時ؒで༧測でき，঎ஊ時でのかごࣨ಺র度イ
ϝーδの提Ҋも可能になった。このٕज़は，2020年�0݄
に発ചしたࡾඛエレϕーター“"9I&;ʵ-IN,s”に適用さ
れ，今後の੡品開発にも活用していく。

⒜ɹ޲ํ࢛ͱ΋֎ଆʹ
ɹɹ͚ؒͨ޲઀র໌தԝ
ɹɹμ΢ϯϥΠτর໌

⒝ɹ಺ଆʹ͚ؒͨ޲઀র໌
ɹɹཱମతͳߏ଄ͷ໦໨ௐ
ɹɹนࡐ

น໘

চ໘

໦໨ௐนࡐͷ֦େਤ
（ཱମతͳߏ଄）

৽たͳܗଶのఱҪর໌のྫ

ؒ઀র໌ΛϞσϧԽͨ͠౮۩

ϞσϧԽ
ͨ͠นࡐ
Λద༻

ཁٻ基४
র౓Ҏ্

র౓シϛϡϨーションྫ

■ Ի੠ೝࣝͰのϢーβーҙਤղऍٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Interpretation Technology of User Intention by Speech R ecognition

■ ࣗ཯ൖૹ୆ ʠं.&-QoSUFSʡのデβイン －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Design of Autonomous Mobile Robot "MELporter"

■ エϨベーター͔ࣨ͝ఱҪর໌のর౓༧ଌシステム －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Illuminance P rediction System for Ceiling L ighting in E levator Car R oom
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̍ɽڀݚ開発

高速でঢ߱するエレϕーターではঢ߱時の速度に応じて
大きな流ମ૽Իが発生する。当社では，かごࣨのपғのؾ
流૿速を཈੍する流線ܗの੔風Χバーの設置やःԻ対ࡦに
よって，かごࣨ಺のշ適性を確保してきた。しかし，૽Ի
対ࡦίストとਾ෇け性・保守性の௿Լが課題になっていた。

その対ࡦとして，かごࣨ
の上Լ໘に୆ܗ上のΧバー
を設置するとともに，എ
໘ଆに通風޸を設けること
を特௃とした੔風Χバーを
ؾҊした。かごࣨपғのߟ
流૿速を཈੍し，௿૽Ի化
と௿ίスト化を྆立させた。
また，かごࣨとΧバーとの

ؒに作業空ؒを設けることでਾ෇け性・保守性を向上させ
た。この੔風Χバーを適用したエレϕーターは202�年か
らग़ՙを開始した。

9

9

9

9

通෩޸

੔෩
Χバー

ਖ਼໘
ଆ໘

੔෩Χバーͳ͠ ੔෩Χバー͋Γ

ۭؒۀ࡞

੔風Χバーのܗঢ়

通෩޸

૿଎

ണ཭

͔ࣨ͝ ͔ࣨ͝

཈੍

੔෩Χバーͳ͠ ੔෩Χバー͋Γ
஗ ྲྀ଎ ଎

͔ࣨ͝पΓのؾ ʢྲྀ9－9அ໘ʣ

生࢈現場での，生࢈指ඪ（,1I）ѱ化要Ҽ特定作業の
ޮ཰化を実現する分ੳٕज़を開発した。

ै来の,1Iѱ化要Ҽ特定作業では，生࢈現場から
ऩूした大ྔのデータに対して網ཏతな分ੳを行っ
ていたことから，時ؒがかかるという໰題があった。
そこで今回，生࢈現場のシステム構成や生࢈プロη
スによるデータのؔ係性を現場知見としてモデル化
し，モデルにԊって分ੳを行うことで,1Iѱ化要Ҽ
をޮ཰తにநग़するٕज़を開発した。このٕज़に
よってநग़した,1Iѱ化要Ҽを現場知見モデルに重
ねるܗで提示することで,1Iѱ化要Ҽ特定作業をࢧ
ԉする。໛ٖラインによる検証では，,1Iѱ化要Ҽ特
定作業に要する時ؒを൒ݮできることを確認した。

生࢈設උなどの੍ޚに用いられる੍ޚೖग़ྗ信߸を，
複数のビット・アφログ྆信߸ؒのґଘؔ係をؚめて監
視し，ඇ定ৗな信߸ม化（タイϛングのͣれなど）を検ग़
するٕज़を開発した。ै来は，ビット信߸ͩけをඇ定ৗ
検ग़の対৅として，アφログ信߸とのؔ係もؚめた検ग़
ができないという課題があった。今回，アφログ信߸値
の૿加・ݮগの܏向ม化を複数のビット信߸でදすよう
な信߸มٕ׵ज़を新たに確立し，ビット信߸ͩけでなくア
φログ信߸もؚめてඇ定ৗ検ग़できるよう機能ڧ化した。

生࢈設උのビット信߸ͩけでなくアφログ信߸をؚめ
た複数の信߸ؒのؔ係が分ੳできることによって，高精
度に異ৗ開始Օ所を特定できる。

Ϟσϧݟ৔஌ݱ

෦඼ੜ࢈
ϥΠϯ

੡଄リード
λΠϜ૿Ճ ૊ཱͯ޻ఔ ���

ൖૹ޻ఔ���

ఔ޻ࠪݕ

ఔՔಇ཰௿Լ޻

���

ϫーク૊ཱͯ

��� ૊ཱͯ඼Ճ޻

ੇ๏ɾॏྔଌఆ

੒඼ൖૹ׬���

੒඼औग़͠׬���

���

ཁҼީิ̎

ཁҼީิ̍

γεςϜߏ੒ʹΑΔؔੑ܎
ੜ࢈ϓϩηεʹΑΔؔੑ܎

෼ੳର৅
Өڹ౓���

ϩϘοτ଎౓௿Լ

Πϯバーλ
ෛՙ૿େ

,1IͰ͋Δ੡଄リードλΠϜ૿Ճ΁ͷӨڹ౓͕
ʂۀ࡞੒඼औग़͠׬ͷ͸ɼ�ཁҼީิ̍ͷ͍ߴ
༏ઌͯ͠ঢ়֬گೝ͠Α͏ɻ

৔؅ཧऀݱ

औग़͠஗Ԇ
ଟൃ

ੜݱ࢈৔のվળを支援͢る෼ੳٕज़

ੜ࢈ઃඋ

ऩू信߸σーλ

ηϯサ̍
ηϯサ̎

ηϯサ̏

アφϩά信߸

ม׵

アφϩά信߸ɿ�ͱ�Ҏ֎ͷ஋ΛͱΔ
ిѹɾిྲྀɾԹ౓ɾѹྗͳͲᶃֶश

ᶄݕग़

機ցֶश
Ϟσϧ

ᶃֶश

機ցֶश
Ϟσϧ

（ֶशࡁΈ）

ᶄݕग़

ʜ

ൺֱ
ʂ

ඇఆৗͳ
信߸มԽ

ֶश（ᶃ）ޙ

Ϗοτ信߸ ม׵Ϗοτ信߸

ఆৗ信߸ύλーϯ Քಇ࣌ͷ信߸

ఆৗ信߸ύλーϯΑΓ΋
มԽλΠϛϯά͕஗͍

ビοτ৴߸ͱアφϩά৴߸を૊Έ߹Θͤたඇఆৗݕग़ٕज़

■ エϨベーターのྲྀମ૽Ի௿ٕݮज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Fluid Noise R eduction Technology for E levators

■ ੜݱ࢈৔のվળを支援͢る෼ੳٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
An Analysis Techniq ue to Support Improvements of P roduction Sites

■ ੜ࢈ઃඋの੍ޚೖग़ྗ৴߸のඇఆৗݕग़ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Anomaly Detection Technology for Control Inputʵoutput Signals of P roduction E q uipment
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৯品޻場や物流ηンターでは૯ࡊの੝り෇け޻ఔなどਓ
ख作業で実施している޻ఔが多く࢒っているが，生࢈年ྸ
ਓޱのݮগ等の要Ҽからਓखෆ足がݦஶになってきており，
ࣗ動化要求が高まっている。今回こうした要求に対応する
ため，対৅物を認ࣝして把࣋する作業のࣗ動化に必要にな
る，͹らੵΈされたෆ定ܗ物の把࣋位置の認ٕࣝज़を開発
した。開発したٕज़では，ᶃ計測した対৅物のデータを基
にԾ૝空ؒ಺でネットワークのֶशを行うことでֶशに要
する時ؒをݮ࡟し，ᶄநग़した候補ྖ域のڑ離画૾をֶश
したネットワークにೖྗし，把࣋の中৺位置等の把࣋作業
に必要な情報をࢉग़することで，୹い推࿦時ؒで把࣋成ޭ
཰の向上をୡ成した。

ର৅෺ܭଌ
Ϟσϧੜ੒

ଌܭ ީิྖҬநग़ ਪ࿦ ೺࣋Ґஔࢉग़

γϛϡϨーγϣϯ
཭ը૾ੜ੒ڑ

σーλࢣڭ
ࣗಈੜ੒

ωοτϫーク
ͷֶश

ᶃֶशϑΣーζ

ᶄ࣮ߦϑΣーζ

���� ����

����
����
����

����
����

���� ����

����
����
����

����
����

ਂ૚ֶशを用͍た೺࣋Ґஔೝٕࣝज़

ओに発電設උや࢈業プラントなどのフΝンやϙンプ，ϕ
ルトίンϕアなどの様々な設උの動ྗを୲うモータは，生
తなϝンテφンスが必要であظ向上のため定・࣋性のҡ࢈
る。モータ਍அ૷置“%ia1ro .otor”はモータ運స中の電
流信߸を解ੳし，事લֶशしたモータਖ਼ৗ時のॳظ状態と
ൺֱすることで，高精度な異ৗ༧ஹ検知をࣗ動で行うこと
が可能である。さらにૢ作性をྀߟし，ຊମを上Լにೋ分
するஈࠩでද示෦とૢ作෦を໌確に۠分けしたデザインに
した。これによって，ख़࿅఺検作業ऀのϊウϋウにґଘせ
ͣに，設උఀࢭのະવ๷ࢭと८回఺検のলྗ化にݙߩする。

%JB1So .oUoS

大ࡕ大ֶ，スϖクトロχクス᷂と連携して，高ग़ྗਂࢵ
外ϐίඵレーザ加޻૷置をࢼ作した（ਤ̍，ਤ̎）。ビーム
࿪（ͻͣ）Έを௿ݮする基ຊ೾レーザޫݯ，೾長ม׵ૉࢠ，
加ܥֶޫ޻を開発し，ै来の�0ഒになるฏۉग़ྗ�0Wの
発生に成ޭした。ࡐྉを分解する能ྗが高い೾長2��nm
のਂࢵ外でύルス෯がϐίඵの୹ύルスレーザを，�0W

の高ग़ྗでরࣹすることによって，これまでのレーザでは
加޻が೉しかったಁ໌なΨラス（ਤ̏）をؚΉ複߹ࡐなどの
高速ඍ細加޻が可能になった。

今後は，ඍ細化がਐΉ൒ಋମ੡଄の後޻ఔでのサイζ
20�m以Լのඍ細な݀あけやύターンܗ成を高い生࢈性で
実行する生࢈૷置を目指した実用化をਐめる。

基ຊ೾Ϩーβޫݯ ೾௕ม׵ૉࢠ Ճܥֶޫ޻

൒ಋମϨーβ
༺ੜൃ֎ࢵਂ
C-B0݁থछޫݯ ૿෯器

ूޫϨϯζ

�
���ON ���ON ���ON
ग़ྗ��8

Ճ޻ର৅෺

C-B0ɿηγウϜɾリνウϜɾϘϨーτ

ਤ̍ɽਂࢵ֎ϐίඵϨーβՃ޻૷ஔの֓೦ߏ੒ ਤ̎ɽػ࡞ࢼ

����N

ਤ̏ɽΨϥスの݀͋けՃྫ޻

■ ৯඼ɾ෺ྲྀ向けࢢ৔を֦େ͢るたΊのϩϘοτシステムٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
R obot System Technology for Food and L ogistics Industry

■ モータ਍அ૷ஔʠ%JB1So .oUoSʡのデβイン －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Design of Motor Diagnostic Device "DiaPro Motor"

૷ஔ޻ϐίඵϨーβՃ֎ࢵग़ྗਂߴ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
H igh P ower P icoʵsecond Deep UltraV iolet L aser Machining System
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̍ɽڀݚ開発

原ྗࢠ発電所のഇ࿍では，作業งғؾ中にؚまれるЋ線
を์ग़する์ࣹ性物質による಺෦ඃ͹くの௿ݮが重要にな
る。Ћ線は物質中でのݮਰが大きく計測器それࣗମでݮਰ
してしまう఺と，ڥ؀中に多くあるЌ線がϊイζとしてࠞ
ೖしてしまう఺から現場で؆қతに定ྔ測定
することが೉しかった。そこで，์ࣹ性物
質が์ग़するЋ線はϊイζになるЌ線より
もエネルΪーが数ഒ大きいことに着目して，
物質中でのݮਰ特性から元のエネルΪーを
෮元するアルΰリζムであるアンフォール
ディング๏をվྑし，෮元したエネルΪー

情報からЋ線とЌ線を分離することで，測定対৅になるЋ線
を์ग़する์ࣹ性物質ごとのೱ度を20ˋのෆ確かさで現
場で؆қతに測定するٕज़を実証した。

ଌఆ݁Ռ ͷΤωϧΪーݩ

&�ʟ&�ʟ&�ʟ &� &� &�
ଌఆΤωϧΪー ΤωϧΪー

ܭ
਺
஋
.

ڧ
౓
4

Ќઢ
Ќઢ Ћઢ

3（&�）4（&�）
3（&�）4（&�）
3（&�）4（&�）

アϯϑΥーϧσΟϯά๏

Ћઢ͕෺࣭Λ通ա͢Δࡍʹ
ਰ౓߹͍ͷҟͳΔ༷ʑͳݮ
ग़͞ΕΔͨΊݕ࿏Λ通ͬͯܦ
ΤωϧΪー৘ใ͕΅΍͚Δ
3ɿ෺࣭தͰͷݮਰಛੑ

4（&�）
4（&�）
4（&�）

アンϑΥーϧディンά๏の֓೦ਤ

ϕテラン運సһの大ྔୀ৬やຽؒҕୗの૿加に൐うϊウ
ϋウ継ঝの課題を๊えるプラント運స管理の現場に向けて，
監視੍ޚ（S$"%"）データからプラント運సϊウϋウをந
ग़するٕज़を開発した。

今回開発したٕज़は，プ
ラント監視੍ޚシステムに
஝ੵされた多数の時ྻܥ
データを特௃తなプラント
状態に۠分し，プラント運
సύターンをநग़する。こ
れによって，ؾ৅など状況
ม化に応じた運సख๏のม
更や，複数設උを૊Έ߹わ
せた運సௐ੔など，ै来で
は൑ผがࠔ೉であった複ࡶ

なϊウϋウを可視化することが可能になった。
今後は，プラント運సϊウϋウநग़ٕज़を活用した運స

。ԉシステムの検౼をਐめていくࢧ
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σーλޚ੍ࢹ؂ ϓラϯτঢ়ଶͷ۠෼ ϓラϯτӡసύλーϯநग़

ϓϥンτ運సύターンநग़のྲྀΕ

Ր੕Ӵ੕୳査計画では，Ր੕Ӵ੕フォϘスのप回ي道上
から，୳査機に搭載された؍測機器をフォϘスに対してਖ਼
確に指向させるために，୳査機位置を高精度に推定する必
要がある。これまでは，地上で推定した୳査機位置を୳査
機にアップロードしていたため，アップロード後は時ؒܦ
աとともに位置ࠩޡが஝ੵされるという課題があった。

そこで，୳査機上でࡱӨしたフォϘス画૾と༧測画૾と
のর߹結果と，フォϘスද໘からのڑ離情報を用いて，Φ
ンϘードで୳査機位置を推定するフィルタを開発している。
また，୳査機࢟੎ࠩޡにىҼする画૾র߹ࠩޡの補ਖ਼に加
えて，フォϘスのࡾ次元ܗ状に基づく高度༧測値のࢉग़に
よって，高精度な位置推定を可能にする。

୳ࠪ機্Ͱͷ
Өը૾ࡱ

༧ଌը૾
୳ࠪ機࢟੎

ը૾র߹݁Ռ ը૾র߹ࠩޡ
ͷิਖ਼ ୳ࠪ機Ґஔͷ

ਪఆ
ଌ஋ܭ౓ߴ
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ϑΥϘε
ঢ়ܗݩ࣍ࡾ

୳ࠪ機
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ʵ ౓मਖ਼ྔߴ

ΦンϘーυҐஔਪఆϑィϧタ

■ ЋઢԚછ෺࣭の֩छ෼ੳٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Nuclide Analysis Techniq ue for R adioactive Contamination with Alpha P article E mission

データ͔Βのϓϥンτ運సύターンநग़ٕज़ྻܥ࣌システムのޚ੍ࢹ؂ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Technology to E x tract P lant O peration P atterns from SCADA System' s H istorical Data

■ Ր੕Ӵ੕୳ࠪͰの୳ࠪػҐஔのΦンϘーυਪఆٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
O nʵboard Space P robe P osition E stimation Technology for Martian Moons E x ploration Mission
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ඪ४తなӴ੕測位ड信機と४ఱ௖Ӵ੕が提供する補ਖ਼
データを用いて測位精度と଱ڥ؀ロバスト性の྆立を可能
にする，౷計・数値త解ੳख๏を開発した。ै来，Ӵ੕と
ड信機ؒのൖૹ೾位૬アンビΪュイティの推定精度は，電
೾ڥ؀のӨڹをडけやすく，ロバスト性
を向上させるためには多くの計ݯࢿࢉが
必要であったが，४解ੳతな౷計推定ख
๏を用いることで推定候補をޮ཰తにߜ
り込Μで，ඪ४తなड信機がݶͭ࣋られ
た計ࢉ機ݯࢿでの測位精度の向上を可能
にした。実ධ価によって，ηンチϝータ
の目ඪ精度をୡ成できることを確認しڃ
た。ࣗ動運స向け高精度ロケータや༌ૹ
から災害対応まで様々な用途が見込まれ

るドローンなどの
高精度化とී及に
していく༧定ݙߩ
である。
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Ґஔਫ਼౓のධՁ݁Ռ

Ӵ੕測位ではӴ੕ʙ؍測఺の電೾఻ൖ時ؒからڑ離，さ
らに؍測఺位置をࢉग़する。電離૚全電ࢠ数（T&$）の空ؒ
分෍に応じて電೾の఻ൖ時ؒがม動するため，測位精度高
精度化にはT&$空ؒ分෍の推定が必ਢである。T&$空ؒ
分෍が時ؒとともにҠ動する఻ൖ性電離૚৙ཚ（じΐうらΜ）

（Traveling IonosQheriD 
%istVrbanDeɿTI%）の発
生時（ਤ̍）は，T&$空ؒ
分෍がฏ໘೾状になって，
ै来の多߲ࣜによる推定
では，推定精度がෆ足す
る（ਤ̎）。今回，時空ؒ
フーリエม׵を利用して
TI%発生時のT&$空ؒ分

෍を精度ྑく近ࣅする推定ٕज़を開発し，TI%発生時の
分෍推定精度を最大�0ˋ向上させた。また，このख๏に
よるTI%ਐ行方向，೾長，఻ൖ速度推定結果に基づいて，
T&$空ؒ分෍を将来༧測するためٕज़開発をਐめている。
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ਤ̎ɽฏ໘೾モデϧによるT&$ۭؒ෼෍
ਪఆ

鉄道ं྆向けに高ޮ཰同ظリラクタンスモータ（Syn3.）
を用いたಠࣗの鉄道ं྆推ਐシステム“SynT3"$S”の位
置ηンサレス੍ٕޚज़を開発した。鉄道ं྆用途では，広
ൣғにわたる速度・トルクྖ域で，回సࢠ位
置を検ग़する位置ηンサを用いͣにトルクを
。が求められるޚする位置ηンサレス੍ޚ੍
しかし，回సࢠに࣓ੴを࣋たないSyn3.は，
࣓ੴによって発生する速度ى電ྗが得られな
いため，回సࢠ位置推定がࠔ೉であった。そ
こで，Syn3.の特घな回సࢠ構଄に஫目し，
回సࢠのインダクタンスによる࣓ଋのม化か

ら回సࢠ位置を推定するख๏を開発した。これによって，
鉄道ं྆用途で用いられる速度・トルクྖ域での位置ηン
サレス੍ޚを可能にした。
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■ ϩバスτͳηンチメータڃଌҐをՄೳに͢るӴ੕ड৴೾の౷ܭɾ਺஋తղੳख๏ －－－－－－－－－－－－－－－
Statistical and Numerical Analysis Method of Satellite Carrier Wave E nabling R obust Centimeterʵlevel P ositioning

によるT&$ۭؒ෼෍ਪఆٕज़׵ϑーリエมۭؒ࣌ ■ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
E stimation Technology for Spatial Distribution of Total E lectron Content Using Timeʵspace Fourier Transform

■ మಓं྆用ಉظリϥΫタンスモータۦಈシステムのҐஔηンサϨス੍ޚ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－
P osition Sensorless Control of SynR M Drive System for R ailway V ehicle
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ਓとロϘットが共ଘするスϚートビルの実現に向けて，
ロϘットはਓの動きを๦͛ることなく，ビル಺でޮ཰ྑく
作業することが求められている。

今回，複数のサービスロϘットがࠞࡶをආけてタスクを
਱行する行動スケδューリングٕज़を開発した。エレϕー
ターの運行情報からエレϕーターがࠞࡶする時ؒ帯や方向
を推定し，タスクの༏ઌ度，所要時ؒ，災害時にඋえたॆ
電ྔをྀߟして各ロϘットにׂり当てるタスク಺༰と実行
のタイϛング，Ҡ動，ॆ電を計画する。ྫえ͹，上りの利
用ऀが多い時ؒ帯はロϘットにはԼりのエレϕーターͩけ
利用をڐすことによって，エレϕーターのࠞࡶ๷ࢭとロ
Ϙットの作業ޮ཰化を྆立させた。

ಈεέδϡーリϯά機ೳߦ

ϩϘοτB ॆి λεクB λεクE˛

ϩϘοτC λεクC λεクD˛ ˝

ϩϘοτA ॆిλεクB ˝˛

଴機

Ҡಈ Ҡಈ
଴機

଴機଴機

��ɿ�� ��ɿ�� ��ɿ�� ��ɿ��

ΤϨϕーλーࠞؒ࣌ࡶ帯
ϩϘοτߦಈܭը

ਓͷҠಈΛ๦͛ͳ͍Α͏
ʹλεクΛׂΓ౰ͯ

΋උ͑ͯʹ࣌֐ࡂ
ޮ཰తʹॆిΛܭը

ΤϨϕーλー࿈携機ೳ 地ਤ؅ཧ機ೳ

ΤϨϕーλー
ӡߦ౷ܭ৘ใ ॆిεϙοτ৘ใ

ϩϘοτ܈のߦಈスέジϡーリンάػೳの֓ཁ

ं྆外ݥة物の通知を目తとして，運సऀの஫ҙをද示
器よりも外ଆの位置（1ointʵ0fʵInterestɿ10I）へਖ਼確に
༠ಋするٕज़を開発した。具ମతには，ೋ等ลܗ֯ࡾの一
෦ͩけද示することで，10Iのある௖఺位置を運సखに推
定させるै来ख๏を用いた。しかし，10Iまでのڑ離をա
খに見ੵもるといった認知バイアスが原Ҽになって推定が
ෆਖ਼確になる໰題が生じた。そこで，様々なܗ状のೋ等ล
をද示したときの認知バイアスを測定し，認知バイܗ֯ࡾ
アスによるѱӨڹを最খ化するように図ܗのܗ状を決定し
た。その結果，ं྆外ࠨӈ��2mのൣғで10Iの推定ࠩޡ

をै来ൺ໿2�ˋվળし，ंにিಥしそうな対৅物に対し
てより高精度な஫ҙىשを実現した。

ରं޲
（෺ݥة）

10I
ӡసऀ͕
ਪఆͨ͠Ґஔ

ೝ஌
バΠアε

දࣔ器（)6%）
ϑϩϯτΨラε

ӡసऀ
)6%ɿ)FBE�6Q�%JTQMBZ

஫ҙ༠ಋٕज़の全ମ૾

IoT（Internet of Things）機器の૿加に൐い，଴機電ྗ
のݮ࡟が課題になっている。その解決には機器に実૷され
た"SI$（"QQliDation SQeDifiD IntegrateE $irDVit）಺でৗ
時動作しているίンύレータの௿ফඅ電ྗ化が必要である。

ै来のίンύレータでは，ൺֱ速度を確保するためにৗ
時一定の電流を流しており，௿ফඅ電ྗ化にݶքがあった

（ਤ̍）。そこで，この電流を཈੍するため，信߸電ѹと基
४電ѹが等しくなるときͩけॠؒతに大電流を流す電流੍
࣋回路と，ग़ྗ回路の୅わりに଴機電流なしで結果を保ޚ

可能なラッチ回路をಋೖしたワンショット型ίンύレータ
を開発した（ਤ̎）。これによってൺֱ速度をҡ࣋しながら
ফඅ電ྗをै来ൺ�0ˋݮ࡟し（ද̍），業քトップ（ˎ�）にな
る"SI$の௿ফඅ電ྗ化を実現した。
ˎ̍ 202�年݄̍2�೔現在，当社ௐ΂
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߲目 ୯位 ै来 今回
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ද̍ɽίンύϨータのফඅ電ྗੑೳ

1. �　ੜ࢈インϑϥɾઃٕܭज़　1SoEuDtion InGSastSuDtuSe

■ ビϧ಺ઃඋ৘ใͱ࿈携したサービスϩϘοτ܈のߦಈスέジϡーリンά －－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Action Scheduling for Service Robots Utilizing Information on Equipment in Building

■ ը໘֎のҐஔ΁の஫ҙ༠ಋを໨తͱしたਤܗのೝ஌త࠷దԽ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Cognitive Optimized Guidance toward Offʵscreen P ointʵ O fʵInterests

■ "4I$のίンύϨータ௿ফඅ電ྗઃٕܭज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Comparator Design Technique for Reducing Power Consumption of Application Specific Integrated Circuit
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近年，市場χーζの多様化がਐΜで，มछมྔにॊೈに
対応できる生࢈ମ੍の構ஙが課題になっている。その要Ҽ
として，ै来，ྔ࢈৬場のワークࣗ動ൖૹखஈのओ流であ
るίンϕϠ方ࣜでは，ਾ෇け後のม更が೉しくラインがݻ
定化すること
が͛ڍられる。
そこで，ᶃラ
イン設計ࣗ༝
度が高くてリ
レイアウトが
༰қ，ᶄ基ૅ
事ෆ要で生޻
がؒظ४උ࢈
୹い，ᶅ޻ఔ
が༰қでݮ૿

生ن࢈໛ม動へढ़හに対応可能という特長をඋえたフレキ
シϒル૊立てラインとして，୆ं生࢈方ࣜのॊೈ性にࣗ動
ൖૹ機能をซせͭ࣋，“"G7（"VtomatiD GViEeE 7ehiDle）
୆ं生࢈方ࣜ”（ਤ̍）を開発し，業຿用全೤ަؾ׵ܗ׵機
器“ロスφイ”及び空ௐ೤ަ׵器の૊立てライン（ਤ̎）へಋ
ೖした。
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ਤ̎ɽϑϨキシϒϧ૊ཱͯϥインのϨイア΢τ

リードૠೖ෦品とチップ෦品を実૷する基൘のはΜͩ෇
けには，༹༥はΜͩ෾流によるフロー実૷が多用されてい
る。しかし，近年ओ流になっている��0ʷ0��（mm）以Լの
খ型チップ෦品では，はΜͩ෇けෆྑが多発するため，こ
の޻๏の適用がਐΜでいなかった（ਤ̍）。

今回，༹༥はΜͩ
とύッドとの接৮
及び離୤現৅を流ମ
解ੳによって໌らか
にして，チップ෦品
લ方に༹༥はΜͩを
Ҿきدせるಋೖ෦と，

後方にはΜͩ接߹෦のܗ状を੔える離୤෦をͭ࣋ઐ用ܗ状
を開発した（ਤ̎）。これによって，༹༥はΜͩの͵れを安
定化させ，接߹ෆྑを๷ࢭした。市場トレンドに対応した
খ型チップ෦品のフロー実૷ٕज़を確立し，空ௐ機器用の
。基൘に適用を開始したޚ੍

近年，੡品ライフサイクルの୹ॖ化と多品छগྔ生࢈の
ਐలによって，品質վળをより୹ؒظで実行することが必
要になっている。しかし，੡଄現場ではトレーサビリティ
等のプロηスデータのऩूに多くの時ؒを要して，その後
の原Ҽ໌ڀ・対ࡦにे分な時ؒをׂけていなかった。そこ
で，当社では#I（#Vsiness IntelligenDe）πールを活用す
ることで，データऩूと分ੳのޮ཰化に取り૊Μできた。
ਤ̍のようにIoT機器やタϒレット端末のಋೖによって੡
଄データのऩूをޮ཰化するとともに，ෆ適߹情報などจ
データͩけでなく検査機からのෆ適߹品ࣸਅも#Iπーࣈ
ルにू໿してද示することで，原Ҽ໌ڀを༰қにして，品
質վળ目ඪୡ成の୹ظ化（�0ˋݮ）を実現した。
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■ খܕチοϓ෦඼のϑϩー࣮૷ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Wave Soldering Technologies for Small Chip P arts

■ #Iπーϧを用͍た੡଄ݱ৔の඼࣭؅ཧྗの向্ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Improvement of Q uality Control at Manufacturing Sites Using B usiness Intelligence Tools

■ "(7を活用したઌਐϑϨキシϒϧ૊ཱͯϥイン －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Advanced Flex ible Assembly L ine Using Automatic G uided V ehicle
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̍ɽڀݚ開発

ルームエアίンѹॖ機用の%$（%ireDt $Vrrent）モータ
向けに，電線を切அすることなく̕ݸのίイルを連続でר
線するٕज़を開発した。

モータのݻ定ࢠは6૬・7૬・W૬の3૬のίイルがそ
れͧれ̏ͭͣݸの૊߹せで構成される。ै来，̍ຊのϊζ
ルで̍ݸのίイルをר線した後に電線を切அし，ผの接続
෦品で同૬のίイルをͭないでいた。今回，各૬のίイル
を̏ຊのϊζルで同時にר線した後に複数のίイルをまた
いで次のר線をするٕज़を開発し，生࢈性を向上しͭͭ電

線の切அをෆ要にした。
しかし，この方ࣜはר線時に電線の๲らΈによってίイ

ルੇ๏が大きくなる課題があった。ίアに対するϊζルの
֯度をそれͧれの位置で適切に੍ޚすることで，๲らΈと
方向の൓りを電線に෇けるٕज़を߹わせて開発し，ίイٯ
ルの๲らΈを཈੍した。

このٕज़によって，ै来のモータに必要であったίイル
同࢜をͭな͙接続෦品を2ݸ�から̔ݸへと大෯にݮ࡟し，
性能をҡ࣋しͭͭলݯࢿ化を実現した。

ύワーモδュールでは，ύワーૉࢠとಋମの電ؒۃの接
続にはΜͩ接߹を用いる。加೤によってはΜͩを༹༥させ
て，はΜͩを電ۃに͵れ広͛て接߹෦を得るが，このとき
接߹෦のはΜͩ中にؾ๐をרき込Ήෆྑモードがある。

ै来は接߹෦のはΜͩがྫྷ٫されݻڽした後に，ಁա型
9線ではΜͩのؾ๐を࡯؍するか，௒Ի೾ݦඍڸで࡯؍し

ていたが，ؾ๐の発生ϝΧχζムの特定がࠔ೉であった。
そこで，様々なѹྗやؐ元性ΨスのงғԼでԹ度をม化

させて，はΜͩが༹༥している最中のはΜͩとؾ๐の動き
をಁա型9線でリアルタイムに࡯؍する新ख๏を開発した。

今後，ؾ๐ܗ成のϝΧχζムをৄ細に࡯؍し，高品質な
はΜͩ෇け੡଄プロηスの開発に活用していく。
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■ ѹॖػ用%$モータのίイϧ੡଄ٕज़ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Manufacturing Technology of Coil for Compressor DC Motor

■ 9ઢを用͍たIO－TJUV࡯؍によるύϫーモジϡーϧの͸Μͩ෇けෆྑの৽ղੳख๏ －－－－－－－－－－
New Analysis Method for P ower Module' s Soldering by Inʵsitu O bservation Using X ʵrays
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レーザを用いて風向・風速をリモート計測するドップ
ラーライダによって取得した高精細な風況データを利活用
し，様々な社会課題解決を目指す“データ連携・活用型ソ
リューション”を開発している。

第一ターゲットはエアモビリティ（ドローンほか）市場で，
足元ではインフラ検査，近い将来は物流等への用途拡大が
見込まれる。一方で，ドローンは風に弱く，市場拡大に向
けては風を適切に理解した上での安全運航が求められてい
る。この課題に対して，高精細な風況データを活用し，ド
ローンの安全な離着陸や飛行中の最適航路等を推奨する
サービスソフトウェアを開発している。

現在，顧客候補のドローンサービサー等と共同で，デー
タ計測等の価値検証を重ねている。これまでに，ドローン
運用場所でドップラーライダによる上空の風況把握を実施
し，地上風と上空風は異なることを実証するなど，ドロー
ン運用でドップラーライダ設置が重要であることを確認
している。今後は，価値の具現化を行い，2022年度中の
サービスリリースを目指す。

風に係る課題は，これ以外にも建設現場や都市計画（ビ
ル風ほか），鉄道等の社会インフラほか，多岐にわたる
ため，分野ごとのソリューションサービスを順次開発し，
2030年までに風況データプラットフォーム事業の確立を
目指す。

1. 5　ビジネスイノベーション　Business Innovations

複数の通信キャリアの携帯電話回線を冗長化させること
で高信頼化を図った，IoT（Internet of Things）向けキャ
リアダイバーシチシステムを開発した。このシステムの特
長は次のとおりである。
⑴ システム構成と動作原理

システムは，IoT機器と携帯端末，複数の通信キャリア
の基地局を始めとする携帯電話網とこれら携帯電話網と通
信可能なクラウドサーバ，遠隔保守端末から成る。携帯端
末とクラウドサーバには当社アプリケーションプログラム
を搭載している。

携帯端末は，各通信
キャリアの品質測定，
通信キャリア選択を
行うとともに，GNSS

（Global Navigation 
Satellite System）によ
る測位を行い，その測
定結果及び障害の有無
をクラウドサーバに通
知する。クラウドサー
バは，携帯端末からの

通知情報に基づき携帯端末の状態管理，障害管理を行い，
必要に応じて端末に接続キャリア切替えを指示する。こ
れによって，携帯電話網の広域性に加え，災害等による
ネットワーク障害発生時等に適切なキャリア選択を実現し，
データ通信の継続性向上が得られる。
⑵ 遠隔保守機能

クラウドサーバは，状態監視，プログラム更新の機能
をWebアプリケーションとして提供する。これによって，
インターネット接続可能な遠隔地からの保守を可能にする。
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風況データ利活用サービスのイメージ

IoT機器

携帯端末

基地局
（通信キャリアC）

遠隔保守端末クラウドサーバ
基地局

（通信キャリアB）

基地局
（通信キャリアA）

IoT向けキャリアダイバーシチシステム

■ エアモビリティ向け風況データ利活用による安全運航支援サービス －－－－－－－－－－－－－－－－
Safe Flight Support Service Utilizing Wind Data for Air Mobilities

■ 携帯電話網を活用したIoT向けキャリアダイバーシチシステム －－－－－－－－－－－－－－－－－－
Carrier Diversity System for Internet of Things Utilizing Mobile Network




